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eご挨拶

新しいATR研究体制の発足にあたつて
(株)国際電気通信基礎技術研究所 代表取締役社長

フコーノ

春野 信義 .

1 0月 1日、  新しぃA T Rが発足しました。

少 し 振 り 返つ てみ る と 、  1 9 8 5年の民営化まで、 電電公社は電気通信関連のほとんどすべての分野での研

究開発で、わが国の中心的な役割を担つて来ました。  し か し民間企業 とな る こ と で 、一部の基礎研究や リ

ス ク の高い研究が実質的にや り難 く な るのではないか と ぃ う 危惧があ り 、 その よ う な可能性に対処するた

め政府保有NTT株の配当の一部を原資とする基盤技術研究支援セン夕一 ( KTc) の制度が発足し、 その一
環と して 、 A T R が設立されま した 。

以来1 5年、  A T RはK T C制度下での数あるR & D会社の中で、  抜辞の優れた成果を上げ、  国際的にも高い

評価と知名度を得てきま した 。 これは 、 A T R に参加した多 くの研究者の努力はも と よ り 、 K Tc制度発足に
当たって 、  A T Rの仕組みを構想しその実現に力を尽くした人たちゃ、  N T T をはじめとするわが国の電気通

信分野の各研究開発機関や様々な企業の協力を得て優秀な人材を糾合し、  この人たちが質の高い研究を進

めるこ とが出来るよ うな研究の環境を整えるこ とに力を尽 く してきた人たちの功續であ ります 。

この成果と声価が評価され 、  KTC制度の終息に際し、  関係者の努力の結果、 A T Rの研究の継続を可能と

する こ と を中心に 、 T A 〇 ( 通信放送機構 )  に新たな制度の発足が認められました。新しぃ制度は民間で行

う 基礎 ・基盤研究を対象とする支援を公募の形で行 う もので 、  資金は同じ産業投資特別会計の枠組みでは

あ りなが ら 、従来のよ う な出資ではな く委託 と して支出されます 。 また 、採択課題の決定には透明性を保

つ こ と を 重視 し 、  ピアレビュー を導入し、  応募した研究課題から内容本位の公平な実力競争で行われるこ

と をめざ しています 。

新T A〇制度の具体的な運営がどのよ うなものになっていくかは未だ正確には予測出来ませんが、  全体的

な方向や実家囲気で言えば、 K T C制度がある程度秩序が保たれた、言 うならば安定しておっと り したもので

あったのに対し 、実力で勝負する戦国時代に入つて行 く もの と思われます 。 これは実力のある A T R に と っ

て有利な環境であり 、  絶好のチャンスである と も言えます 。是非この新 T A〇制度へ提供される研究資金を

フルに活用して、  よ り一層の優れた成果を上げて行きた ぃ と思います 。 その こ と が 、 いずれそれほど違 く

ない将来に予測されるN T T株の政府保有制度の廃止に際して、  国からの直接的な支援を得るために、  そ し

て その こ と に っいて納税者の理解を得るための鍵であると考えます。

科学技術基本法に象徴されるように、基礎的・基盤的な科学技術の研究開発が、広い意味での国の安全に

重要であるとの認識は、  政治の世界を含めわが国に広く浸透し始めていますが、  まだまだ努力が必要です。

国民の理解を得るのに欠かせなぃのは、研究で成果を上げるだけでな く 、その成果を展開し 、経済の発

展に寄与す る努力であ り ま す 。 従来参加す る こ と に メ リ ッ ト が 見 え難 く 、 腰 が引け勝ちで あ っ たわが国の

企 業 に 、 共 同 で 進 め た 研 究 開 発 が 成 功 し た と き に 得 ら れ る メ リ ッ ト にっい て 、 は っ き り と し た 道 筋 が 示せ
る よ う な 仕 組み を作つ て行 く 必 要 が あ る と 考 え て い ま す。 た だ 、 産 ・ 学の共同作業が活発であ る ア メ リ カ
で も 、  その中で特に産の参加が積極的なケー ス で さ え 、  基礎 ・基盤研究の部分については、  その研究資金

の 8 0 % 程度は国から支給されている こ と を指摘しておきたい と思います 。

しかし、  A T Rは研究組織です。研究の成果が上がらねばなりません。  それには研究者の意欲が鍵です。

それを先ず一番重視したいと思います。  そのためのひとっ と し て 、  知的所有権 (特許等) への貢献に対し

て 、 外国の例 を参考に し て 、 思 い切つた フ イ ー ド バ ッ ク を 与 え る こ と を 考 え て い ま す 。  ま た 、従来の A T R

は ど ち ら か と い う と 、 K T C 制 度 に よ る フ ァ ン デ ィ ン グ と そ れ を 使 つ て 行 う 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト が 先 ず あ り 、

研究者は既に決まった枠組みや敷かれたレー ルに沿つて一生 懸 命 研 究 を や る と い う イ メ ー ジ が あ り ま し た
が、  これからは先ずA T Rのいくっかの重点研究領域とその中で自分たちが行おう とする研究テーマがあ り 、

そこへ様々なソー スから必要な研究資金を獲得するこ とで 、  その研究の実行を可能とし、  成果を上げる 、

と ぃ う 流れを実質的に確立する こ とが大事である と考えています 。  わが国においても今後は 、  競争的研究

資金の比率とその重要性はますます增大して行くと思われます。  必要な金 を取つて自分のや り た い こ と を

実現するのも研究能力のうちです。  それを可能 とする よ う な優れた研究者には 、  大きな自由度と格段の処

遇で報いたい と思います 。 それに よ り A T R 、 そ し て A T R の研究者は力強 く な り 、  よ り高い能力を養い 、  よ

り優れた成果を上げる研究組織と研究者に育つのです。

「優等生のATR」 か ら  「闘 う A T R」へ変身して行きたいと考えています。
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特集一知能映像通信研究所プロジェク ト終了

知能映像情報通信の基礎研究

(111111工 イ ・ テ ィ ・ アール知能映像通信研究所

代表取締役社長 中津  良平

知能映像通信研究所は、  1 9 9 5 年に期間 7年間、

予 算 約 1 2 0 値 円 の プ ロ ジ ェ ク ト と し て 発 足 し た 。

その目標は 、映像 ・ 青 を 中 心 と し た マ ル チ メ デ ィ

ア技術を活用した新しぃ通信方式の創出である。

この目標を実現するためのアプローチ と し て 以

下の 2点に重点を置 く こ と と し た 。 1 つは非言語情

報の取 り扱いに重点を置いた研究を遂行した こ と

であ る 。  も ち ろん従来の研究で も 、顔表情 ・ ジェ

スチャなど非言語情報の研究は個別に行われてき

た が 、  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン におけ る非言語情報を

正面か ら 取 り 扱 つ た 例は見受 け ら れ な い。 も う 1
つは異分野 と の連携に重点 を置いた こ と で あ る 。

境界領域研究の開拓はAT Rの 1つの大きな研究の

柱 で あ る が 、 本 プ ロ ジ ェ ク ト で 特 筆 す べ き 点 と し

て は 、  アー テ ィ ス ト と 工学者 と の共同研究を実行

し た こ と で あ る ( アー ト & テ ク ノ ロ ジー ) 。 これは、

非言語情報の取り扱いにっいては工学的手法のみ
では不充分であ り 、  アー ト に お け る 感 性 ・ 直 感 的

手法を取 り入れ る こ と が不可欠 との認識に立つた

ものである。

ま た 目標 シ ス テ ム と し て 、  リ ア ル な 、  ま た 超 リ

アルな環境の中で速隔地の人と コ ミ ュ ニケー シ ョ

ンを行 う高度臨場感通信システム 、  コンビュ一夕

が作 り 出 し た 仮想的 な人格 ( エー ジ ェ ン ト ) が 人

間同士のコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 支 援す るェー ジ ェ
ン ト ミ ー テ ィ ン グ 、 映 像 ・ 青などの非言語情報を

積 極 的 に 用 い て 自 分 の イ メ ー ジを表現し伝達する

イ メ ー ジ コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 、の 3つを設定した 。

個々の技術的な成果、  開発 し たデモ シ ス テ ム に

ついては個別の説明にゆず り 、  プ ロ ジ ェ ク ト で 得

られた成果等に関してま とめる 。

一般的な学術成果 と し ては 、  画像処理技術、  体

感型 vR 技 術 、 エー ジェン ト技術 、感性処理技術 、
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン制御技術などの分野で世界最

先端の技術成果が得られた。  これらの成果は約2 7 0

件の学術論文、  約 1 3 0 0件の国際会議等での論文、

約 2 0 0 件の特許の形で公にされている 。  ま た こ れ

ら の 成果に対 し 3 0 件 以上の表彰 を ぃ た だ い て い

る 。  システム構築に関しては 、当初の 3つの目標

システムを具現化し 、  さ ら に は そ の コ ン セ ブ ト を

拡張した数多 くのシステムを開発した 。  こ れ ら は

積極的に内外の展示会で展示を行い大きな反響を

呼び、新間 - テレビ等で6 0 0件近く報道された。
非言語情報の処理に関しては、  非言語情報の認

識技術、  体性感覚の生成技術、  感性表現の支援技

術などの研究を行い 、多 くの要素技術の蓄積 、  デ

モシステムの開発を行つた。  これ らの研究は国際

的に も 注目 さ れ 、 数多 く の 国際会識 ・ 講演会に招
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待され基調講演  ・ 招待i1111演を行い、  A T R のプレゼ
ン ス を 向 上 さ せ る こ と が 出 来 た 。 本 プ ロ ジ ェ ク ト

の研究により 、非言語情報処理研究の機連が世界

的 に 高 ま り 、  代表的な非言語情報である  「感性」
が “KANSE I ”  と して工学の中で t吐-界的に通用する
言葉となったのは特筆すべきである。

アー ト & テ ク ノ ロ ジーに関しては 、  アー テ ィ ス

ト と 工学者の共同研究を通して新し ぃ コ ミ ュ ニケ

ー シ ョンのコンセプ トに基づく車 リーr新 な シ ス テ ム を
数多 く構築した 。  これ らのシステムはその l 所新 さ

が 評 価 さ れ 、  国内外の工学やアー ト の展示会で入

賞した り 、 学会等か ら数多 くの賞を受賞した 。  こ

れらの活動を通してAT R知能映像通信研究所の略

称A T R-M I Cの名前は工学の分野のみならずメデイ
ア アー ト な ど の 新 し い アー ト の分野でも世界的に

知 ら れ る よ う に な り 、 世 界各地か ら 研究者のみ な

らず 、  アー テ ィ ス ト 、 政 府 ・ 通 信 業 界 の 調 査 団 な

どが頻繁にA T Rを訪れるに至つ て い る 。 さ ら に は 、

本 プ ロ ジ ェ ク ト に 相 前後 し て 、 国 内 外 で同様 に ア

ー ト と工学の境界領域の活動が活発化してきてい

る 。 例 えば 、国内外の大学におけ る メ デ イ ア科学 、

メ デ ィ ア アー ト関連の学部 ・ 学科の新設、国内外

に お け る メ デ イ ア アー ト関連の美術館の新設、  ア

ー ト & テ ク ノ ロ ジー を旗印 と し て掲げる学会の新

設などが外部の関連する動きである。

以 上 の よ う に 、 本 プ ロ ジ ェ ク ト は 、 2 1 世 紀 の 技

術 ・ 社会が向か う べ き 方向 を正 し く と ら え 、 他 に

先んじてその方向に向けて開始したプ ロジ ェ ク  ト

であ り 、 全世界的に同様の動 き を生み出 して き て

い る と 自 負 し て い る 。 本 プ ロ ジ ェ ク ト の 狙 い ・ 成

果が評価され 、 A T R を含め多 くの研究機関でそれ

を引き継ぐ研究が行われることを期待する。



プロジェクトの成果

コ ミ ュニケーショ  ンにおけるシーン生成に関する研究

㈱ エ イ ・ テ ィ ・ アール知能映像通信研究所

第一研究室長  鉄谷  信=

人 と 人 と の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン は 、  表情、  身振

り 、 言 語 を 用 い て 行 わ れ る も の で あ る が 、 距 離 を

隔てた人物同士が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る 場 合

は、 現状での通信ではすべて伝わるものではない。
言葉においては 、  かな り な部分まで相手に伝わる

が 、 必 ず し も 、 完 全 と ぃ う 訳 に は い か な い。非言

語 ( ノ ン バーバル )  情 報 を う ま く 伝 え る こ と が 、

よ り 対面に近い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る 手 が か

り になる 。非言語の関わる情報をコンピュ一 夕の

利用に よ り 抽出す る こ と を 目的に研究 を進め て き

た。 さ ら に 、  その取 り 巻 く 環境 をサ ポー ト す る た

めに 、  仮想環境を充実する取り組みも行つてきた 。

1. 表情の認識 - 生成
人は 、相手の表情を認識す る こ と に 、 言語で得

ら れ る以外の情報を得てい る 。  その表情をコンピ

ュー タ で捉え る研究を進めて きた 。表情を提え る

には顔の動きの検出が必要であ り 、眉間を手がか

りに顔の位置を推定する手法を考案し、  顔の回転、

メ ガネの有無にロバス ト な実時間の検出方式を実

現した ' ' '。 表情認識においては 、顔の要素を ゥ ィ ン
ド ゥ と し て 捉 え 、 DcT に よ る特徴量で表情を推定
し て 表 情認識 を 行つ た 。 高 速度 カ メ ラ に よ る 表 情

の動的変化の基礎的なアプローチを進めた。  表情

生成には美術解剖学を用いたデ フ ォ ル メ 手法 を用

いた実時間再現を提案した。  これらの研究を基に、

仮想変身システム  (バーチャル歌舞伎 )  を構築し

た。  本 シ ス テ ム で は 、  表情認識と全身の姿勢の推

定を行い 、  歌舞伎役者の 3次元モデルの表現 ・ 動

きに反映させた。 このシステムを図 1に示す ' 2'。

変身後の姿の3次元モデリング
(歌舞伎役者の例)

の姿における表情と姿勢の再現

図1  仮想変身システム (バーチャル歌舞使

2 .  人物の動き検出

人物の動きに関 し て 、 最初に 、手の動 きの認識

を進めた 。手の重な り等で生じ るオ クルー ジ ョ ン

(見えない部分)  の処理が大きな間題であるが、  複

数 の カ メ ラ を 利 用 し 、 手 の ジ ェ ス チ ャ ー を認識す

る方式を開発した。  こ の 方 法 を さ ら に 、 複 数 カ メ

ラを利用した人物の行動認識に発展させる研究を

行い 、 動 き の追跡 、 立つ 、 座 る の動作 、 棚か ら物

を 取 る 動 作 を 認 識 す る と と も に 、 多 数 カ メ ラ を 用

い る 間 題 点 と し て の カ メ ラ 追 加 に よ る 自 動 校 正 法

を確立した '3 '。
人の全身の動きを提えるモー シ ョ ン キ ャ プ チ ャ

一 で は 、 3 台 の カ メ ラ を 用 い 、  ニュー ラ ル ネ ッ ト 、

ヒ ュー リ ス テ ィ ッ ク 情 報 を 組 み 合 わ せ 、 非 接 触 に

より実時間処理の可能なシステムを構築し 4 、 仮 想

空間内で遠隔地の人が一緒に ダ ン ス が 出来 る シ ス

テム  ( Sha l lWe  Dance?) に組み込んだ。

3 .  融合空間

現実空間と仮想空間を融合した新たな空間を創

り 出 す 研 究 を 行 い 、  デ モ シ ス テ ム を 開 発 し た 。

Magic Bookは、 ビデオシー スルー を用いて実空間
上の本の上に、  仮想物体を重量させる もので 、  -
種の飛び出す絵本である。  Augmented Grooveは、
音 楽 イ ン 夕 フ ェ ー ス と し て レ コー ド 盤 を用いた体

感 イ ン タ フ ェ ー スであ る 。  い ずれ も 、  新たな感覚

を創作する こ と が出来た 。  ま た 、仮想空間に 、実

写の人物を重畳させる技術、  樹木のモデルを構築

する手法を構築した。

4. コ ンセプトの提案
新 し ぃ イ ン タ ラ ク テ ィ ブ な 映 画 や演劇 の 制作 シ

ス テ ム と し て 、  ネ ッ ト ワー ク シ ァ ターを提案した。

ネ ッ ト ヮ ー ク を 通 し て 、 誰 で も 役 者 に な れ 、 誰 も

が監督 ( 制 作 者 )  に な れ 、 誰 も が 観 客 と し て イ ン

夕 ラ ク テ ィ ブ に 映 画 ・ 演 劇 の 内 容 に フ イ ー ド バ ッ

ク を か け ら れ る の で あ る 。  また 、  同時並行的に行

われてい る会議が講義の イベ ン ト に自分の分身を

送り込んで、  必要な時に本人が入れ代わる分身 コ
ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を提案した 。  ノ ン バーバル情報

を手がかりとして自動的に入れ替わる。

5 . 今 後

実用化を進め るにあた っ ては 、  認識技術のロバ

ス ト 性 を高める研究が重要になって く るであろ う 。

※参考文献については31  ペー ジを参照下さい
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特集一知能映像通信研究所プロジェク ト終了

エージェン ト に よ るコ ミュニケーシ 登 ン支援
ーもっと分かり合えて価値の創造につながる通信をめざして一

㈱ 工 イ , テ ィ  ・ アール知能映像通信研究所

第=研究室長 間瀬  健=
こ れ ま で の グ ルー プ ウ .:r,_ アな どの通信システ ム
の研究は も っば ら原情報をあ り の ま まに伝達する

こ と を 主 た る 目 標 と し て き た 。 そ れ に 対 し 、  人間

同士の コ ミ ュ ニ ケー シ ョンに能動的かっ知的に介

在する 、  自律適応性と擬人性を持つたェー ジ ェ ン
ト に よ る コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン シ ス テ ム の実現 を目

標 と し た 。

具 体 的 に は 、 新 し ぃ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン モ デ ル

と 、  そのプロセスを支援する要素技術を提案しっ

つ、 次の3つの柱で研究を進めた。 (1) 対話の内容

に 1踏み込んだ言語的コミュニケー シ ョ ン 文援 、  (2)
実世界の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 支 援 す る パー ソ ナ

ルエー ジ ェ ン ト 、  ( 3 ) マ ルチ メデイア情報の表現と

受 容 に よ る マ ル チ メ デ イ ア コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支

援で あ る 。

1 .  深い対話を導く対話支援環境

深 い 対 話 に 伴 う 思 考 の プ ロ セ ス に お い て 、  精

錬 ・ 相互理解 ・ 発想展開の重要性に着目した。

まず、  発言内容の統計処理による思考空間の可

視化手法 ' ' 'や門外漢モデルによる発想支援方法を提
案 し た 。 さ ら に 、  ( i ) 深い個人思考、  ( i i ) 思考の表

現 と 相 互 の 交 換 、 お よ び ( i i i ) 協 同 作 業 に よ る グ

ルー プ思考の 3 ス テ ッ プ を 行 き 来す る プ ロ セ ス モ

デルを提案した 。  こ れ ら プ ロ セ ス 間の ス ム ー ズな

知識交換を可能 とす る知識 メ デ イ ア表現形式を用

い 、  オンライン型対話文援環境システムA I D Eを構

築 し 、  対話に臨みながら自律的に発想展開を導く

エー ジ ェ ン ト の構築が可能であ る こ と を示 した '2 '。

2.  実世界指向パー ソ ナ ルエージェン ト
次に、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョンを支援するェー ジェン
ト が 、実世界で生活する ヒ ト に 、実 l量界とサイバー

空間を連結しなが ら文援して くれ る よ う な 、実世界

指向のパー ソナルェージェン トの実現をめさ、した。

具体的には 、  パー ソナルエー ジ ェ ン ト が 当 初 導

入 さ れ る シ ー ン と し て 、 博物館や学会な ど の将来

形を予見 して 、  メ タ ミ ュ ー ジ ァム l ''1や C-M A P ( 文

図1  ェ一ジェント・サロン

脈 感 知 エ ー ジ ェ ン

ト )  デ イ ジ 夕 ル ア シ

ス タ ン ト な ど の コ ン

セ プ ト を 提 案 し た 。

メ タ ミ ュ ー ジ ァ ム

は、  協調創造的な活

動 の プ ロ セ ス と し

て 、  展示 ・ 見学を新

し ぃ 視点で提 え た 。

また 、 C-M A P は 、実
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世界や仮想 t目:界の文脈を感知しっつユーザ間のコ
ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を 支 援 す る パー ソ ナ ルェー ジ ェ
ン ト を実装 した 。 そ し てそれが獲得した個人の活

動履歴や興味情報を使い、  対面対話を し てい る人

の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 活 性 化 す る エ ー ジェン
ト ・ サロ ン ( 図 1 )  と呼ぶシステムを開発した。

こ れ ら に よ り 、 エー ジ ェ ン ト が 獲 得 し て い る 情

報に基づき 、  相互理解のための話題提供が可能な

エー ジ ェ ン ト を 構 築 で き る こ と を 示 し '''、 エー ジ ェ
ン ト 介 在 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン実現に着実に一歩近

づいた 。

3 .  マ ル チ メ デ ィ ア コ ミ ュニケーション支援
新 し ぃ コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 形態 を提案す る試み

と し て 、 映 像 や 青 楽 な ど の メ デ イ ア の 、  コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ンチ ャネルの形成に及ぼす影響と効果の

解明に取 り組んだ 。  青楽情報処理分野を基盤に、

他 メ デ イ ア を 統 合 す る 種 々 の マ ル チ メ デ イ ア 楽 器

の 制 作 に よ り コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お け る マ ル チ

メ デ ィ ア イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 可 能 性 と 役 割 を 探 求

した。

身体動作によ  り映像

と音楽を同時に演奏で

き る イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ

万華鏡( l a m a s c o p e )
( 図 2 ) 'S 'は 、 美 的感覚
を提供しっっ、  そ れ が

提供する没入感の高さ

と 自 然 な イ ン 夕 フ ェー

ス に よ  り世界中で展示  図 2

さ れ る な どェポ ッ ク を 作 つ た 。
映像 と音楽 を同時にバ ラ ン ス よ

く 直接操作す る イ ン夕 フ ェ ー ス
が 、 マ ル チ メ デ イ ア コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン を解明しモデル化する

ヒ ン ト を 与 え た 。 結 果 と し て 、

セ ン サーぬ い ぐ る み  ( 図 3 )  を

使つ た実験に よ り 、 会 話 と 音 楽

と身体性を結び付けるマルチモ

ー ダルな対話 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ンモデルの提案に至つた。

lamascope

図 3  センサ一人形

4 .  エージェン ト研究の今後の展開
統合された知性と感性を備え 、  実在感のあるイ

ン タ ラ ク シ ョ ン を す るェー ジ ェ ン ト の 研 究 が ま す
ま す 進み 、 や が て 、  人間 と 共存 し協力 し て い く 人

工物エー ジ ェ ン ト が 実 現 さ れ る こ と に な ろ う 。

※参考文献については3 1ペー ジを参照下さい



プ口ジエクトの成果

イ メ  ージ表現の支援に関する研究

一人間の感性の工学的な理解と活用に向けて一

㈱ エ イ ・ テ ィ  ・ アール知能映像通信研究所

第三研究室長 蓼沼  眞

古来、  人間が言語を用いずに コ ミ ュ ニ ケー シ ョ

ン を 図 ろ う と し た 際 、 何 が 最 も 有 効 な 手 段 で あ っ

た だ ろ う か 。  文字を持たない太古に描かれた壁画

か ら は 、  今なお生き生き と した狩猟の情景が伝わ

っ て来 る 。  また 、言葉の通じない異国人に意志を

伝 え ょ う と し た 場 合 、 必 ず 身 振 り で 示 そ う と す る

だ ろ う 。 あ る い は 、 青 の リ ズ ム や メ ロ デ ィ ーで感

情 を 表 す こ と も あ る だ ろ う 。 私 達 は 、  こ う し た 言

語 を 用 い な ぃ イ メ ー ジ表現手段に対して、  感性情

報処理技術を適用し、  よ り 表 現 力 を 高 め る こ と が

出来る支援方法の研究開発を進めてきた。

1. 絵 画 や デ ザ イ ン に よ る イ メ ー ジ表現

思 い 描 い た イ メ ー ジを的確かっ良好に他者に伝

え ら れ る 絵画や写真な ど を 、 専 門知識が無 く て も

制作でき る よ う に支援する技術にっいて検討した。
絵画制作支援にっい て は 、  絵画の3大基本要素
で あ る 構 図  ・ 配色  ・ 筆遺いのそれぞれにっいて 、
名画 と呼ばれ る多 く の作品 を対象に解析を行い 、

デ ー タ ベー ス化した。  これに基づいて 、  適切なオ

ブ ジ ェ ク ト 配 置 を ガ イ ド す る 機 能 、 仕 上 が り 時 に

適切 な配分 と な る よ う に 代 表色 を 提示す る 機能 、

手本とする画家の特徴的な筆遺いを描画時のテク

ス チ ャ と し て 付 加す る 機能 、  の 3 機能 を統合 し た

作画支援システムCyb e r  Atel ierを開発した。 さ ら
に 構 図 ガ イ ド の 応 用 シ ス テ ム と し て 、  人間の注目

のしゃすさに関する知見に基づいて領域分割した

上 で 、 主 た る 被 写 体 が 良 好 な 構 図 と な る よ う に 写

真撮影するC yber Photographer l ' 'を 始 め 、 切 り 出
した被写体を別の背景中に良好な構図で再配置す

る1mage Re-Composer等 '2 'を開発した。
また 、  デ ザ イ ン に よ る イ メ ー ジ伝達手段として、

ア イ コ ン 化 し た単語 と そ の結合規則に よ る 言語体

系のサブセ ッ ト C A ILS '3'を試作し、異言語間での意
味伝達試験を行つてその有効性を検証した。

2 .  身体動作 に よ る イ メ ー ジ表現

身 体 を 使 つ た イ メ ー ジ表現の代表と してダンス

を選び、 その表現を支援する技術の検討を行つた。

初めにダンス映像を見た人が感じ る印象を評価

実験を行つて調べ、  その上で、  代 表的な 7 つの カ

テ ゴ リ に 分 類 さ れ た こ れ ら の 印 象 と ダ ン ス 動 作 の

物理 パ ラ メ 一 夕 と の 対 応 関係 を 統 計的 に 解析 し 、

この関係を高精度に推定する対応式を見い出  した。

そ し て 、  この対応式を用いて踊り手の意図するイ

メ ー ジを推定し 、  こ れ に適合す る映像 と音楽 を リ

ア ル夕 イ ム に生成 し て 、 踊 り 手 の映像 と 合成す る

イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ ダ ン ス シ ス テ ム M IDAS l'1を開発

した  ( 図 1 ) 。  こ れ に よ っ て 、  踊 り手が表現 し よ う

と す る イ メ ー ジ を 可視化 し た り 強 調す る こ と が 可

能 と な っ た 。  また 、身体動作の他に 3次元位置情

報を加えた 、  よ り 高 度 な イ メ ー ジ表現支援手法の

実験も試行した '5。

シルェ ット画像の
物理パラメ一夕計測

11
感性特徴量の抽出
↓

イ メージ(7種類)の推定
↓

適切な映像と音楽の生成
(ユーザ映像と合成提示)

natural dynamic

図1  インタラクティブダンスシステム

3. 映像 と音楽の同期によ る イ メ ー ジ表現
映像が内包す る リ ズ ム と 音 楽 と が 同期す る こ と

に よ る イ メ ー ジ表現の高楊効果にっいて検討した。

映像が内包する リ ズ ムは 、空間周波数やオプテ

ィ カ ル フ ロー などの時間変化を用いて、  的確な抽

出を可能にした 。  ま た 、 複 数 の 映 像 を ス ク リ プ ト

記述によって容易に重ね合わせられる方法を確立

した。  こ れ を用いて 、  音楽を構成する複数のパー

ト の 各 リ ズ ム と 合 致 す る リ ズ ム を 有 す る 映 像 を 合

成するシステム l m a g e  Wave l61を開発 し 、 そ の イ メ
ー ジ強調効果を評価実験を行つて検証した。

4 .  イ メ ー ジ、表現支援の今後

将来のコ ミ ュ ニ ケー シ ョン技術の発展に欠かせ

な い 要素 と し て 、  近年国際学会でも認知されるに

至つ た 「感性情報処理」 にお い て 、 そ の 有効性が
最も明確に表れる対象の一つがイ メ ー ジ表現支援

で あ る 。  し た が っ て 、 今 後 も こ の 分 野 の 研究 は 、

よ り深 く人間の感性の本質に立ち入つて進められ

る こ と が 確 実 で あ り 、 そ の 端緒 を 開 く の に 貢献 し

た これ らの研究の意義は大き ぃ も のであ る と考え

る 。

※ 参考文献については31  ぺー ジを参照く  だ さ い
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特集 一 知能映像通信研究所プロジェク ト終了

コ ミュニケーシ lE ンの人間科学

一社会的エージェントをめざして一

㈱ 工 イ  ・ テ ィ  ・ アール知能映像通信研究所

第四研究室長 片桐  恭弘

1. 社会的エージェン ト
映像や青声の自由な利用を可能 とするマルチ メ

デ イ ア 技術の発展は 、 記号言語 を媒介 と し た イ ン

タ ラ ク シ ョ ン に 限 定 さ れ て い た 人 間 と コ ン ピ ュ ー

タ と の関係を大 き く 変化 させ る可能性を持つてい

る 。  コンピュー タ は 、 観 、  身体 、声を備えた存在

と し て 、  主体性を認知され 、  次第に社会の中で人

問 と 対等の扱い を受け る よ う に な る 。 情報 を授受

す る 道 具 と し て だ け で な く 、 仕 事 に お い て も 遊 び

において も人間のパー ト ナー と な っ て い く で あ ろ

う 。  こ の よ う な 人 間 と コ ン ピ ュ ー タの新し ぃ関係

を示す概念として社会的エー ジ ェ ン ト の 概 念 を 提

案した。

記号言語を媒介した人 と コ ン ピ ュ ー タ と の イ ン

タ ラ ク シ ョ ン で は 、 情報伝達の正確性 、 効率性に

焦点が当て られたのに対し 、社会的エー ジ ェ ン ト

と の イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン で は 、  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

の持つ愉 し さ 、 親近感 、 信頼の よ う に広汎な人間

的 、 社会的関係が重要 と な る 。 そ の よ う な 社会的

エー ジ ェ ン ト を め さ、して 、  人間 と コ ン ビ ュ 一夕の

間の社会的コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン の 合成 、  人間同士

のマルチモー ダ ル コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンの解明 、  人

間と コンピ ュ一夕の間での社会的関係の分析の 3

研究課題を設定した。

2.  社会的コ ミュニケーションの合成
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 持 つ 愉 し さ を 、 人 間 と コ

ン ピ ュ 一 夕 と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン に お い て 再 現 す

る こ と を 目 標 と し て 、 仮 想 エー ジ ェ ン ト を 試 作 し

た。 記号処理と活性伝播処理を組み合せた生態学

的アー キ テ ク チ ャ を 考 案 し 、  それに基づいて 、  人

間同士の雑談を再現す る cG 仮 想 エー ジ ェ ン ト
TalkingEyeを作成した ' ' '。 また、  人間の発話から声
の韻律を取 り出し 、  それを模倣して非言語音で反

応を返すMiM IC シ ス テ ム 、  物理的実体を備え、  人

間の発話や身振りに反応する人形ロボッ ト M u u を

作成した '2'。 さ ら に 、  豊かなジェスチャ表現機能を
持ち、  人に親 しみやす さ を感 じ さ せ る人間型 ロ ボ

ットRo b o v i eを作成した '3 '。 これらのシステム試作、
実験を通じて 、  非言語情報の利用がコ ミ ュニケー

シ ョ ン の 愉 し さ に 大 き な 役割 を 果 た す こ と を 確 認

した。

3. マルチモー ダルコ ミュニケーションの解明

人間同士のコミュニケー ションの円滑な進行は、

相従や声の調子、視線、  身振りなど様々な非言語

情報の交換によって実現している 。  コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ンを支える多様な情報交換過程を明らかにす

る た め に 、  自然な対話の過程を記録し精密な分析

を行つた。  特に、  相11追や終助詞など対話に特有な
表現や音声の韻律情報に着目  して微視的な分析を

行い 、  時間的情報が自然な対話の成り立ちに重要

な役割 り を 果 た し て い る こ と を 明 ら か に し た '4 '。 ま
た 、  自然対話デ一夕の分析と音声処理を用いた実

験手法を組み合わせた研究手法を開発し、  自然性

と 厳 密性 と を 兼ね備え た結果 を得 る こ と に 成功 し

た。

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お い て は 、 言 葉 で 伝 え る

よ り も 絵 を 描 い た 方 が 分 か り ゃ す ぃ 場 面 が あ る 。

電子的な共有白板を開発し、  _ 二人で協調して問題

解決を行 う過程で自発的に生じる描画の分析を行

っ た 。 そ の 結 果 、 描 画 に 対す る 即 時的 フ イ ー ドパ

ッ ク が 円 滑 な 描画 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン に は重要で

あ る こ と 、 視 覚 的 情 報 と 言 語 情 報 と の 統 合 に は 、

それぞれが並列に与えられ相互に補完する並列的

統 合 だ け で な く 、  言語表現が地図や図面など視覚

表象に関する情報を提示する直列的統合があるこ

と を 明 ら かに し た 。

4 .  人間・  コ ンピュー タ間の社会的関係の分析
親近感や信頼などの社会的感情は社会的エー ジ

工 ン トの実現に重要な要素である。  人間が計算機

に対 し て も 、 互恵性 、 敬意 、 親近感の よ う な 社会

的感情を抱き 、  あたか も人間に対するの と同様の

対人的反応を示すことを 、様々な心理実験を通じ

て明 らかに し た 'S '。 また日米の比較実験によ り 、社
会的な対人的反応には文化差が認められる こ と を

示した。  社会的感情の効果を現実に近い場面で確

認す るために 、  A T R研究発表会において擬人化エ

ー ジェン ト を用いた展示推基 1ii シ ス テ ム を試作 し 、

社会的関係の構築が説得力へとっな が る こ と を 示
した l61。

5.  ま と め

コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンでは 、多様な非言語情報の

交換が社会的シグナル と し て機能 し 、 円滑な コ ミ

ユ ニ ケー ションの実現を通じて社会的関係の構築、

説得性へ と結びっ く こ と が明 らかにな った 。今後

の課題としては 、  社会的シグナルの具体的な解明、

言語情報 と非言語情報 と の統合に よ る 人 ら し さ の

帰属と設計の調和の取れたェー ジ ェ ン ト 技 術 の 開
発が挙げられ る 。  また 、社会的感情を利用した説

得技術の孕む危険性の認識、  解明も重要な課題で

あ る 。

※ 参考文献については31  ペー ジを参照く  だ さ い
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プロジェクトの成果

コ ミ ュニケーショ ン環境生成におけるメディア続合化の研究

㈱ 工 イ - テ ィ ・ アール知能映像通信研究所
第五研究室長 宮里  勉

人 と 人 と の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン に お い て 、  互 い

の意図や感情を理解するには単に相手から発せら

れる言葉や視覚情報だけでは不十分である 。  言葉

の意味を正確に知るためには文脈を理解する こ と

が必要な よ う に 、 対話者同士がい る環境 、 それぞ

れが体験した環境の情報が重要となる 。  追体験を

可 能 と す る  「以 『 身 』 伝 心 」  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
環境を創り出すための研究を進めた。

1. 視聴覚に関わるV R要素技術

一般に広く使われている二眼式立体表示方式で

は、  不自然な眼球運動を強いるために眼精疲労へ
の影響な どが指摘 されてい る 。  そ こ で 、  人間の視

覚特性に合つた自然で目にやさしぃ立体表示方式

として、焦点調節補償型立体表示方式を提案 ・ 試

作 し 、 生理学的 ・ 心理学的な評価実験に よ り 、 疲

労感が減少するこ とを確認した ' ' '。 また、  メ ガ ネ 装
着によ る立体表示にっい て 、  従来の方式での特定
の単一ユーザに よ る視野でのみ しか立体連動視が
得 ら れ な い こ と に 対 し て 、  複数ユー ザが独立に

各々の立体運動視野を得られる方式を実現した ' 2'。
感情認識における音声情報と顔画像情報との寄

与度を測定し、  画像情報が優位な感情表現と音声

情報が優位な感情表現が存在す る こ と を 明 ら かに

し た 。 す な わ ち 、 恐怖 、 悲 し み 、 怒 り の 判断には

画像情報が優位であ り 、驚きの判断には青声情報

が優位であ る こ と を確認した '3'。
さ ら に 、 仮 想 環 境 を 利 用 し たューザ イ ン 夕 フ ェ
ー ス と し て 、 操作対象 と な る物体に感情表現機能

を付加し、  利用者誤操作に対して操作対象の物体

が表情や動作で操作の誤りを指摘し利用者を正し

い操作に導く利用者の感性面への働きかけを狙つ
た方式を提案した '4 '。
また 、  仮想環境内での他の利用者の存在感の付

与を目的に 、  利用者が発した拍手音を種にして仮

想の隣人達が同様な拍手を  している感覚や共鳴感

覚を生成するシステムを実現した '5'。

2.  触力覚に関わる  VR要素技術

人間が空間の広さや方向を把握するための要因

と し て 、  歩行感覚は、  視覚と並んで重要な役割を

果た し て い る 。 そ こ で 、 従来視覚刺激の再現 ・ 生

成に重点が置かれていた仮想環境システムに利用

者が自由に歩行できる地表面や床面の四凸や軟硬

の大小を生成する歩行面生成技術を確立した。  こ

れによ り 、仮想空間を介した実在感の伝達の研究

を行つた。

画像計測と歩行速度推定手法によ り 、利用者の

自由な歩行運動に対応した回転べル  ト を 用 い る  ト

レッド ミル型の歩行感覚提示装置を試作した '6'。 ま
た 、歩行移動感覚 と と も に重要 と な る遠隔地の路

面形状に着目し、歩行面の国凸形状の生成 ・ 再現、

自由変化を可能とする装置を実現した '7。
さ らに 、歩行装置上の利用者の仮の実体 と して

速隔移動装置が別の場所で実際に移動し、  かっ遠

隔移動装置を通して検知される視確覚情報、  地面

[1「]凸形状の情報を利用者に伝送し、  歩行装置上で

再現、 体験する装置を開発した。

3 .  歩行感覚に関わるVR要素技術

体感共有支援システムの実現例として 、  歩行装

置 を用い て 、  ス ポー ツにおける選手の追体験を再

現する体感型スポー ツ中継システムを開発した l8 '。
マ ラ ソ ン ラ ン ナーの視野映像を使い 、言葉ではな

かなか伝え られない心理的なぞ り を その ラ ンナー

の走行時 と同 じ体験を通して再現する こ と を狙つ

た も ので あ る 。  利用者に対する走行負荷の呈示に

は、  ラ ン ナー と利用者の運動能力の差を考慮して、

ラ ン ナーの走行負荷を正規化して利用者に呈示す

る 。後続者の息づかいや足音の提示によ り 、 高い

臨場感を再現する。  被験者実験結果から 、  従来に

ない没入感の強さを示す評価結果が得られている。

一 Virtualroom at home or gym
Athletic field

図1 体感型マラソン中継システム

今後の課題としては、 「以 『 身 』 伝 心 」 コ ミ ュ ニ ケ
一ション環境の他の運動経験の伝達への応用、伝

統技能の伝承への応用などがある。

※参考文献については31  ペー ジを参照下さい
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アー ト & テ ク ノ ロジー

㈱ 工 イ ・ テ ィ ・ アール知能映像通信研究所

代表取締役社長 中津  良 平

イ ン タ ラ ク テ ィ ブ アー ト は 、  観客がアー ト に 働

き か け る こ と が 出 来 る た め 、 両 方向 の コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン が可能な新 し ぃ アー ト で あ る 。  この分野

の アー テ ィ ス ト と 工学者 と の共同研究が新 し ぃ コ

ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を 生 み 出 す こ と を め ざ し て 、  ア

ー ト & テ ク ノ ロ ジー プ ロ ジ ェ ク ト を 開 始 し た 。 本

プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 以 下 の三つ の テーマに絞つて

研究を推進した。

(1)  ィ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ キ ャ ラ ク 夕

人間 と感情でコ ミ ュ ニケー シ ョ ン で き る コ ン

ピュー タ キ ャ ラ ク タ の 研 究

(2) ィ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ 環 境

人間のコ ミ ュニケー シ ョンの状況に応じて変

化する環境の研究

( 3 ) 演出工学

アー ト的な手法を技術として体系化し、演出

のための技術の確立をめざす

1 .  イ ン タ ラ ク テ ィ ブ キ ャ ラ ク タ

前 期 は 、 感 情 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 基 本

コ ン セ プ ト と し て 、  人間の感情を認識できるコン

ピュ ー タ キ ャ ラ ク 夕 ミ ッ ク と 、  人間 と コ ン ピ ュー

タ が 詩 を 共同 で期読す る シ ス テ ム で あ る イ ン タ ラ

ク テ ィ ブ ポェム ' ' 'を構築した。  中期は、  深い没入感
を味わわせるシ ス テ ムの構築をめ さ°し 、  キ ャ ラ ク

タ と の 対 話 に よ り ス ト ー リ ーが 変 化 す る イ ン タ ラ

クテ ィブ映画システム  ( 図 1 ) [2 'を構築し、  さ ら に
複数人参加やs p o n t a n e o u sなインタラクションへの
対応機能の付加などの高度化を行つた。  後期には、

表面的 な コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の要にあ る も のの可

視化 を め さ し 、 無 意 識 の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を キ

ャ ラ ク夕が行動で可視化する無意識の流れ等のシ

ス テ ム を構築した 。  さ ら に 、 構 築 し た シ ス テ ム を

Pcに移植するこ とによ り成果展開に備えた 。

2.  イ ン タ ラ ク テ ィ ブ 環 境

前期は、  イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ な 環 境 の 基 本 シ ス テ

ム と し て 、  人間同士のコ ミ ュニケー シ ョ ン に よ っ

て 彼 等 を 取 り 巻 く 仮 想 的 な 草 木 が 成 長 す る M IC

Space'3 '、 映 像 と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン に よ っ て 小 人
や巨人になった感覚が味わえるGu11iver's Trave1な
どを構築した 。  中期は、  深い没入感を味わわせる

こ と を め ざ し 、  人 間 が 入 力 し た メ ッ セー ジが人工

生命体に変化す る と と も に その人工生命体 と コ ミ

ュ ニ ケー シ ョンできる L i f e  Spacies l4 を構築した。
さ ら に 、  カ メ ラ か ら 取 り 込 ん だ 相手 の映像 が 、 相

手との距離によって心の内面を描いた抽象的CGに

変化す る P IC 〇 S C A Nを構築した。後期には、  イ

ン タ ラ ク テ ィ ブ 環 境 シ ス テ ム の 集 大 成 と し て 、  コ

ミ ュ ニ ケー シ ョ ン に お け る キー ワー ド で W e b を ァ

ク セ ス し 、 取 得 し た 画像 を デ ィ ス プ レ イ 上 に流れ

る よ う に 表 示 す る 、  い わ ば コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を

可 視 化 し た シ ス テ ム で あ る ネ ッ ト ラ イ ド  (図 2 )  を

構築した。  ま た 、 構 築 し た シ ス テ ム を Pc上に移植
した。

図1 インタラ クテ ィフ  図 2  ネ ッ ト ラ イ ド

映画システム

3 . 演 出 工 学

没入感を与えるシステム実現のための基本技術

の開発をめざした 。  前期は 、  人間の感性に訴え、

心地よさを感じさせる環境映像生成のための技術

と し て 、  フ ラ ク夕ルを用いて任意の精細度の高精

細画像を生成する技術を開発した。 ま た 、  キ ャ ラ

ク 夕 と の 非 言 語 イ ン タ ラ ク シ ョ ン を 可 能 に す る た

め 、青声に含まれる感情をニ ュー ラ ル ネ ッ ト を 用

いて認識する感情認識技術 '5 'を開発した。  中期は、
高精細画像生成方式が人間の服1を活性化すること

の確認 、認識用デー タベー スの拡充によ る感情認

識の高度化等を行つた。後期では、開発した技術

を Pc上に移植す る こ と に よ り 、 使 いやす ぃ 形に ま
と めた 。  ま た 、 開発 し た技術 を応用 し た シ ス テ ム

と し て 、  ウェアラブルな楽器であるC o s t u n e を開

発した。

4. アー ト & テ ク ノ ロジーの今後

アー ト と 工 学 の 融 合 に よ り 、 新 し ぃ コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョンの可能性が開けた 。  こ の試みは始まった

ばか りであ り 、今後の展開が期待される 。

※参考文献については31  ペー ジを参照下さい
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プロジェクトの成果

成果展開

1株 ) 工 イ ・ テ ィ ・ アール知能映像通信研究所

第三研究室 原田  育生

1 .  はじめに

AT R研究所の研究成果は基礎研究と  して学術的

な貢献を果たす と と も に 、 最終的に特許等の技術

情 報 と な っ て 、 広 く 利 用 さ れ る こ と が 期 待 さ れ て

い る 。  しか し 、実際にその成果が充分に活用され

て き た と は 言 い 難 い。知能映像通信研究所 (以下

M IC )  は、  その成果を少しでも早期に効果的に一

般に活用 さ れ る よ う 、 成 果 展開活動に も 積極的に

取 り 組んで き た 。  この結果 、  い く っかの成果にっ
いて早い段階で技術開示され 、  あ る ものは製品化

す る こ と が 出来た 。  A T R研究会社の成果展開とし

てはスム ーズな立ち上がりを見せることが出来た。

2 . 成果展開の位置付け

研 究 所 成 果 を 世 に 問 う と い う こ と は 、 直 接 的 に

は そ れ に よ っ て 利 益 を 上 げ る こ と や 社 会貢献 と ぃ

う 役 割 を 果 た す こ と と 考 え ら れ る が 、 実 は そ れ 以

上に、

映像研成果の有効性の証明 ・ 主張

展開相手組織との直接的な協調関係の構築

とい う二つの重要な目的がある。

M I C で は 、 将 来 の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の あ り 方

にっい て シ ス テ ム の 構 築 や デ モ ン ス ト レー シ ョ ン
を通 じ て提案を行つて き た 。 機能 、性能を競 う 研

究 と 異 な り 、  このよ うな提案型の研究はそれ自体

の客観的評価尺度が存在せず、充分な評価が困難

である。

我々は、 このよ うな研究成果の正当性について、

第三者である他企業の研究開発組織あるいは市場

その ものでその有効性を確認する こ と が必要 と考

え て い る 。 成果展開は こ の ための重要な ス テ ッ プ
で も あ る 。

また 、成果展開活動を通じて 、相手組織 との協

調 関 係 を 強 め る こ と で 、 活 動 を 円 滑 に 進 め る と と

も に 、  研究成果にっいて外部機関からの直接的フ

ィ ー ド バ ッ ク が期待でき る 。

上記の目的を持つて成果展開を実施す るために

は 、  研究が終了し成果管理会社に移行するのを待

っていたのでは充分な効果は期待できない。 こ の
ため 、  M I C では平成 1 2 年 よ り外部組織への働きか

けなどを通じて成果展開活動を積極的に実施して

きた。

3 .  成果展開の経過

研究試作品をベー ス に し て 、 試 作 メ ー カ ー を通

じて製品化する方法は、  最 も容易に成果を製品 と

し て市場に出す こ と が出来 る 。  この方法は、  M Ic
技 術 を 直 接 世 に 間 う 効 果 と と も に 、  メ ー カ ーは

口ポビー

図1 コ ミュニケー シ ョ ン ロボ ッ  ト

図 2  LifeSpeciesll

Art&Techno1ogy

む ̃

図 3  画像領域分割

要素技術提供

試作品をほぼそのまま製品化でき るため 、  開発に

伴 う リ ス ク を回避で き る利点があ る 。

こ の方法は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ロ ボ ッ ト で 採 ら

れ た  ( 図 1 ) 。  日常活動型 ロ ポ ッ ト 口 ボ ビーは 、 研

究 用 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム と し て 試 作 メ ー カ を通 して

販売を開始したが 、  反響が大き ぃため 、  本格的な

市場を視野に入れた検討も始められている 。  また、

雑談等の対話研究から生まれたむ ̃ も同様の手順

で製品化準備を整えている。

M ICの特徴の一つであるAr t&Te c h n o 1 o g yプロジ

工 ク ト か ら は イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ アー ト 作 品 と し て

高い評価を得ている もの も あ り作品展示の形で広

く成果のアピールを行つてきた  (図 2 ) 。

外部の研究機関とは多眼立体視、層間検出、画

像領域分割プログラムなどの要素技術の提供を通

じ て展開を進めてい る  ( 図 3 ) 。 ま た 、将来の産業

振興などめざして京都府の産官学が協力する研究

会活動への参加 ・ 活動方針の提案などの働きかけ
を 行 つ て い る 。

4, 今後の展開

こ れ ま で の成果展開活動に よ り 、 い く っ か の成

果にっいて市場的な可能性にっい て も 有 望 な テー
マ が あ る こ と が 分 か っ た 。  こ れ ら は 、 既存の市場

と 異 な り 、 今 後 構 築 さ れ 得 る 市 場 で あ る と ぃ う 意

味でその創出に貢献できる社会的意義は大き ぃ と

考えられる 。

製品化については継続的な開発の実施が望まれ

るが、  このための体制は今後の展開に期待する。
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特集一知能映像通信研究所プロジェク ト終了

ダ 。 ヴィンチ科学の種は蒔かれた

東京大学大学院情報学環教授

原島  博

いま私は、  「ダ ・ ヴ ィ  ンチ科学」 と も呼ぶべき新しぃ科学の誕生を漢然と夢見
ています。  こ こ で 「ダ ・ ヴ ィ ン チ」 と は 、 い う ま で も な く 、  ルネサンス期のレ
オ ナ ル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ  ( ヴ ィ ン チ 村 の レ オ ナ ル ド 。 以 下 、 通 称 に従つ て ダ ・

ヴ ィ ン チ と 呼 ぶ こ と に し ま す )  です。

ダ ・ ヴ ィ ン チ は 、 万 能 の 人 で し た 。  さ ま さ 'まな分野に関心を持ち、  しかも第一

ヴ ィ ンチに と って科学 と芸術は不可分でした 。

人者でした。  ま た 、  ダ ・

それに対して、  現代の科学技術は、  あま  り に も専門化しています 。  また 、  近代の科学技術は、 芸術をそ

こか ら意識的に追放しま した 。  準拠すべきは理性のみであり 、  その立場から科学的思考を基礎づけたので

す。 しかし 、理性中心主義は、一方で人間中心主義とな り 、万物の中心に理性を持つ人間を置くよ うにな

り ま した 。そして 、理性が導き出した科学技術を 「誤言要、のなぃ利1」 として素一t臨 さ せ る よ う に な り ま し た 。
こ の よ う に 「専門知」 と 「理性知」 に基づいていた近代の科学技術に対して、  ダ , ウ ' イ ン チ科学の キー
ワー ドは 「総合知」 と 「感性知」 に な る で し ょ う 。 い ま 、  こ の よ う な 総 合知 と 感 性知 を 兼ね備 え た ダ ・ ヴ
ィンチ的な科学技術者が望まれています。

しかし、  ダ ・ ヴィンチは 5 0 0年前の人です。 5 0 0年前だったから、すべての分野に通日院したダ ・ ヴ ィ ン チ

が存在で き た と い う 議 論 も 出来 る で し ょ う 。 た し か に現代は 、 一人の人間に ダ ・ ヴ ィ ン チ を 体 現 さ せ る こ

とは困英性です。 専門分野が細分化し、  しかもそれぞれが高度に体系化、  いわば深化しているからです。

し か し 、 現代にお ぃ て ダ ・ ヴ ィ ンチは一人であ る必要はあ り ません 。集団であ って も よ いのです 。現代

の ダ ・ ヴ ィ ン チ は 、  それぞれの分野で高度な専門研究が行われているこ とが大前提です。そのよ うな専門

家が互いに手 を結べば 、 そ こ に 一人の ( 集 団 と し て の )  ダ ・ ヴ ィ ン チ が 生 ま れ ま す 。

こ れが 、筆者が夢見てい る  「ダ ・ ヴ ィ ン チ 科 学」 ですが 、 社会 も そ の方向に動い てい る の で し ょ う 。 筆
者の近辺でも少しづっ具体的な姿が見えてきました。

た と えば 、  学際的なコ ラボレー ションをめざす新しぃ文理融合の大学院組織が、  2 0 0 0年4月に東京大学に

誕生しました。「情報学環」 と名付けられた組織がそれです。筆者もこれに参加しています。
考えてみれば 、大学つま り u n i v e r s i t y は 、 集団 と し てのダ ・ ヴ ィ ンチをめ さ ' す場 と し て も っ と もふ さわ し

い組織の筈です。「学 環」 の英語名称はInterfaculty I n i t i a t i v eです。文字通り、従来の部局 (faculty) を ま た
がって 、  ダ ・ ヴ ィ ン チ的 な新 し ぃ 分野 を 、 率先 し て開拓 し て い く こ と を 目的 と し て い ます 。

ま た 、 個人的な こ と を言 えば 、  1 9 9 5 年に発足のお手伝いをした日本顔学会も 、集団と してのダ ・ ヴ ィ ン

チ を め さ 'しています。  日本顔学会には 、実に さ ま さ、まな専門分野の研究者が集まっています。哲学を始め

人類学 、心理学 、生理学 、美術解割 、化粧学 、歯科矯正 、法医学 、演劇 、芸術 、そ して コンピ ュ一夕科学--。 これまでの科学の枠組みでは英能しかった出会いが、 顔学会とぃ う場を通じて始まったのです。
そ し て も う 一つ 、  ダ - ヴ ィ ンチ的な芸術 と技術の融合 と ぃ う意味で筆者が注目していたのが 、 A T R 知能
映像通信研究所です。

考えてみれば、  技術の発展途上期には、  と りあえずの方法論として数学や物理学、  化学の助けが必要で

した。 工学は応用理学として位置づけられ、  あゎせて理工学と呼ばれました。  しかし 、  今の技術の方法論

は 、決 し てそれだけではあ り ません 。 た と えば心理学 も重要です 。 そ し て何 よ り も 、  これからの技術には

文化が求められています。

文化 と し ての技術を担 う人材を育て るために 、大学の工学部では 、数学や物理学 と同 じ よ う に 、芸術が

必修基礎科目となる時代、  そ し て 、  基礎研究として芸術を重視していない企業は生き残れない時代。  その

よ う な時代が来るこ と を信じて疑いません 。

ATR知能映像通信研究所の業績は、  ま さに時代を先取り した形で 、  い く っ も の 優 れ た 極 を 時 い た こ と で

し ょ う 。 問題は 、  その種をぃかに育てるかです。  日本には結局はその土壌がなかったと後世の笑いものに

な ら な い よ う に 、  これから何をすべきかが私たちに問われています。
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知能映像通信研究所の投じた偉大な一石 一人間性の原点に返ろう一

東京大学国際・産学共同研究センタ一客員教授

(元国際電気通信基礎技術研究所代表取締役副社長)

葉原  耕平

平成 1 2 年 1 2 月 6日 、  ㈱ エ イ  ・ テ ィ  ・ アー ル人間情報通信研究所のプロジェ

ク ト終了に伴う研究成果報告会が開催された折、  束京大学情報学環原島博教授

プロジェクト終了におもう

が 「2 0世紀、  2 1世紀、  そして 2 2 世紀」 と題して感銘深い基調講演をなさいま  した。 その中で  「工学部のシ
ンボル “ T ” は まず深 く専門を身にっけ る縦棒 ( I ) 、 そ の上に幅を広げる横棒 (- ) を組み合わせたものだ。
しかし、  一人のTでは幅にも限界がある。  そこでやや違う分野同士が横棒を業ぎあっていけば深みと同時に

全体でどんどん幅が広がってい く 」 と い う た と え を図に描いて情報学環創設の思想を簡潔に紹介な さいま
した。私は先生のご講演の後で 「大変よ く分かるた と えで したが 、一歩進めて横に伸びた線の両側を業い
で 「輪」 にす る図 をお描 き に なれば 「情報学環」 の イ メ ー ジ が さ ら に よ く 表 れ る の で は な い で し ょ う か 。
また、  それによって左端と右端で一見かけ離れている と _響、われる分野相互が意外に近い場合があることも
分 か る の で は な い で し ょ う か」 と っい余計なことを申し上げました。その時、私には左右両端の常識的に
はかな り 異質 と 思われ る分野 と し て 「技術」 と 「芸術」 が頭にあったのです 。そ して 、  それはまぎれ もな
く㈱エイ ・ テ ィ ・ アール知能映像通信研究所が標榜してきた 「アー ト ・ ア ン ド ・ テ ク ノ ロ ジ」 の思想に裏
打ち された もので した 。

㈱ エ イ  ・ テ ィ  ・ アール知能映像通信研究所が産声を上げる1:項、 私は、 精力的にその準備に取り組んでい

た中津社長とそのあ り方にっいてさまざまな議論を交わしま した 。その過程で中津社長が強 く打出したの

が 「アー テ ィ ス ト を 参 画 さ せ た い」 と い う こ と で し た 。 私 は 「アー ト と 技術の融合」 に と てっ も な く 大 き
いロマンを感じ 、直ちに賛成したこ と を鮮明に覚えてお ります 。その時の私の考えは A T R ジ ャ ーナル十周

年記念号の私の小論にも述べておきました。アー ティス ト と技術者のお互いの得意技を組み合わせれば新

し く使いやすぃシステムやひいては新し ぃ文化の創造に繋がるであろ う と 。  そ し て 、  中津社長の努力で何

人かの極めて優秀なァーテ ィ ス ト を A T R に 迎 え る こ と が 出 来 ま し た 。 通 信 を 標 榜 す る 研 究 所 に アー テ イ ス

ト が ま と も に参画す る こ と に な っ たのは国際的に も恐 ら く あ ま り 例 を見なか った こ と と 思い ます 。  しかし、

い ざ アーテ ィ ス ト と ェ ン ジ ニ ア が一緒に研究を始めて見 る と お互い何か と途惑 う こ と も 少 な く な か っ た よ

う で したが 、研究現場では未知の多 くの困難を見事に乗 り切つて くれま した 。そ して新し ぃセンスの作品

が A T R か ら次々 と生み出 され る よ う に な り ま し た 。

知能映像通信研究所はまたヴァ ーチ ャ ル ・ リ ア リ テ ィ 技 術 な ど 前 身 の ㈱ エ イ ・ テ ィ ・ ア ール通信システ

ム研究所の数々の遺産も継承しておりました。  し か し ヴ ァ ーチ ャ ル ・ リ ア リ テ ィ 技 術 を徹底的に追求す る

結果、  そ の 究 極 と し て ヴ ァ ーチ ャ ル と リ ァ ル の区別がっ か な く な る よ う な こ と に な れば人の脳 を混乱 さ せ

る危険をも孕みます。  「技術を極限まで追求するこ とは無意味ではなぃかも知れないが、  実用にはよほど慎
重でなければな ら な ぃ 、  そ れ な ら ば い っ そ の こ と 、  リ アルを超えた反対側からのアプローチ、  リ ア ルの世

界ではあ り得ないけれど も リ アル以上に人の感性に訴え る よ う な技術開発に軸足を置いて も ぃいのではな

いか 、風刺漫画の人物画などはその大きな ヒ ン ト ではあるま ぃか」 そ う ぃ う考えを中津社長に伝えました 。
仮想空間で繰 り広げられる  「イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ ・ アー ト 」 な どはその具現化例 と位置付け られ よ う か と思
います。

こ の よ う に し て 新 し ぃ ジ ャ ン ルに挑戦 し続 け て き た㈱エ イ ・ テ ィ ・ アー ル知能映像通信研究所のアクテ

イ ビテ ィ は 、お よそそれまでの通信プロパーの世界 、学会をは るかに超え る世界に広がって行つた よ う に

思います 。 それは原点に返る とい う意味で 「ルネサンス」 と いって も ぃいかも知れません 。その原点とは 、
これまでのこ とに 2 0世紀後半の効率一点張り と ぃっても ぃい技術開発、  経済発展などに対して見失われか

け て い た か も 知 れ な い 「自然の中で生かされてきた人間性」 を取り戻す、  と ぃ う こ と で す 。 そ れ が ま た 行
きすぎて思い上がりの人間至上主義に陥るなどは厳に戒めねばなりませんが。  古;噴の壁画は案外豊かな人

間性の表れであるかも知れません。  冒頭の原島先生の演題に悪乗りをお許しをぃただ くなら 、  「第 1 ミ レ ニ
ア ム 、 第 2 ミ レ ニ ア ム 、  そ し て 第 3 ミ レ ニ ア ム」 そ う ぃ う 大 き な ス ケー ルの流れの中で㈱エイ ・ テ ィ ・ ア
ー ル知能映像通信研究所は小さいけれどあらためて原点に返る最初の石を投げ入れたのではなぃかと思い

ます。 プ ロ ジ ェ ク ト 終 了 に際 し 、  それに果敢な挑戦を続けてこられた研究者諸氏、  それ を サ ポー ト し て こ

られた関係の機関、方々に大いなる敬意を表し 、  ま た それが時代の流れ 、向 き を大 き く 変 え る礎 と な る こ

と を期待します。
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特集 - 知能映像通信研究所プロジェク ト終了

ATR知能映像通信研究所のプロジェク トの終了に際して

M IT メ デ ィ ア ・  ラ ボ研究統括

M IT高等視覚研究所所長

ステファンA .ぺン トン

ATR知能映像通信研究所(ATR -M IC )  の輝く歴史に対して心からおめでと う

と い い た い と 思 い ま す 。  私がA T R を訪間したのはM I C が創設されてしばら く後

で し たが 、  そこにおける数々の優れた研究活動にっいては 、  す で に M I T メ デ ィ

ア ラ ボの同僚 との会話を通 して知つてお り ま し た 。 その時すでに M I C は 、 科学 、芸術 、技術などに関する

研究の世界における輝ける星の 1つ と して 、別の言葉でいえば、北米、  ヨー ロ ッ パ 、  アジアか らな る研究の

グローバ ル ネ ッ ト ヮー クを構成する要石の lつとして日界的に認知されていました。その後何度かの訪問を

通 し て 、 私 の M Icに対する評価はますます高まりました 。私が特に感銘を受けたのは、  アーテ ィ ス ト が 工
学の研究所に受け入れられており 、  研究所の極めて創造的な111i1.囲気の酸成に大いに貢献 し てい る こ と で し

た。 MITのCenter  for Advanced VisualStudies ( M I T ではここが客員アーテ ィ ス ト を受け入れてお り ます )  の

所 長 と し て 、 私 は M Icの アー テ ィ ス ト の何人か とはすでに親し ぃ間柄でした 。私が感心したのは 、彼等が
A T R と ぃ う通信技術の研究を行う研究所の雰囲気によく長別染んでおり、技術研究に対して新しぃアプロー

チで貢献してい る こ と で し た 。 ご 存 じ の よ う に 、 M I T メ デ イ ア ラ ボ は アー ト と科学と工学の間のシナジ一効

果を出すとい う目的の基に設立された研究機関ですが、  私たち自身の初期の経験からこれは極めて困難な

こ と で あ る こ と が 分 か り ま し た 。  し た が っ て 、 私 た ちは 、  ま し てやその よ う な現象が 、  1-1本の文化 ・ 工業

の枠組みの中で実現されるか否かに対しては否定的な意見を持つていました。  し か し なが ら 、  私たちが驚

き そ し て 同 時 に 極 め て 喜ば し く 思 つ た こ と は 、 M Icが私たちの予想を見事に英切つて くれた こ と で し た 。
さ ら に M Icの活動を深く知るにっれて私は、  アー ト と工学の融合が偶然ではな く 、  リ ー ダー シ ッ プ 、 チー
ム ワー ク 、 そ して研究環境の周到な組み合わせの基に実現されている こ と を知 り 、再び感銘を受けた次第

で す。 も ち ろ ん 、  アー ト 、 科 学 、 工学の真の融合が どの よ う な 化学反応を生むかにっい て は 、  い ま だ 子 想

のっかない言迷です。 し か し な が ら 、  M Icで得られた成果はこの間いに対し多くの肯定的な答えを出して く
れた と確信 し ます。 その成果は単に工学の進歩に対する貢献に止まらず、  2 1世紀の人々の精神面での進歩
に工学がいかに貢献できるかに対する新しぃ考え方を提起して くれたのだとい うのが私のM I Cに対する評

価です。

「プロジェ ク ト終了に思 う」

情報科学芸術大学院大学学長

坂根  厳夫

AT R  と称する先端的な情報技術の研究機関が関西にあるこ  と は 、  それまでに

も聞いていたが、現地を訪れたのはその時が初めてであった。 1 9 9 6年 5月 、知

能映像通信研究所の中津さんやク  リ ス 夕たちに招かれて 、  そこで開催されるA r t & S c i e n c e のシンポジウムに

出席するのが目的だったが 、  奈良に隣接する京都府の県境の広大な自然環境の中に、  こんなにも見事な研

究都市が出現していたとは驚きであった。  しかもその中心的な場所にAT Rがあり、  そこにAr t i s t- in-residence
と し て リ ン ツ で 知 り ぁ っ た ク リ ス タ た ち が迎 え ら れ て い る の を 知つ て 、 私 の期待は膨 ら ん だ 。 海 外 の企業

や研究機関でArt i s t-in-r e s i d e n c e を置いているところはいくっか知つてはいたが、  日本ではほとんど例を間か
なかっただけに、  ATRの意識や、  ク リ ス タ た ち が企画 し た シ ン ポ ジ ウ ム の テーマAr t & S c i e n c eにはことのほ

か興味をそそられた。

シ ン ポ ジ ウ ム に 招 聘 さ れ た パ ネ リ ス ト が 、  これまた偶然にも私の 7 0年代からの知人、友人の作家、科学

者が多 く 、初日の夜 、  ク リ ス 夕 の 部屋 で開 い た パー テ ィ で も 、  この境界領域をめぐる対話は、  アルコー ル

の勢いも手伝つて、  極めて知的で刺激的な発想にまで膨れ上がり、  夜の更けるのも忘れるほどであった。

それ以来、A T Rの中でも知能映像通信研究所との付き合いは回を重ねてきた。  ク リ ス タ た ち は 、  それが
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プロジェクト終了におもう

縁でIAMA SのA r t i s t- in-residenceと し て 2 年 近 く 滞在す る こ と に な っ た し 、  今年春からは大学院の助教授と
し て着任する こ と に も な った 。  それど こ ろか 、  社長の中津さん自身、  A T R客員芸術家の土佐さんと連名で、

ロ レ ア ル アー ツ ア ン ド サ イェ ンス財団のコンテス トに応募し 、  ロレアル大賞を受賞されるほどの活躍には

脱帽させられた。

それからも I A M Asの卒業生がAT Rで世話になったり、 A T Rを仲立ちとして世界中の多才な人間関係も生
まれてきた。  その後19 9 9年に、  メ デ イ ア の 未 来 を 語 る シ ン ポ ジ ウ ム が 、  けぃはんなプラザで開かれた時に

も、再度招かれ、  旧友ステ ィ ーブン ・ ベ ン ト ン や ス コ ツ ト ・ フ イ ッ シ ャ ー との交友を暖め、  さ ら に そ の 輪

を広げる こ とになったほどであ る 。

私自身、 6 0年代以来、  科学と芸術の境界領域の共創的な活動の重要性をひたすら主張し続けてきた一人

で 、  これからの時代には、  こ の幅広い領域で ク リ ェ イ夕一の協力が一層 求 め ら れ る よ う に な る だ ろ う と 考

えてきた。過去の高度な文明をもたらした科学技術が、その一方では人間の真の幸福の追及を忘れ、時に

偏狭なナシ ョ ナ リ ズ ムに支え られた政治 ・ 経済の要請に応え る技術的達成だけをめざ し 、つい暴走しがち

だ っ た こ と を 振 り 返 る 時 、  これからは異なる領域間の価値観のフイ ー ド バ ッ ク だ け で な く 、 科 学 者 ・ 技術

者、 さ らに芸術家自身の心の中に、専門領域を超えた世界観、人間観の価値観が育たなくてはならないと

思 う 。  そのためには 、  現在の教育システムやアカデ ミズム自体の根源的な改革が必要だが、  それまでの間

は、 いやでも従来の専門領域で育つた科学者、  技術者、  芸術家が共存し、  協力できる場を意識的に作り出

す必要があるだろ う 。  それには、  行政や大学や研究所のレベルから企業の中にまで、  従来の狭い専門領域

を超えて発想が出来、  一人の豊かな感性を持つ生活者の視点にまで立ち降りて、  開発目標からプロセスの

過程にまで目を注げるチーム ワー クが必要であ り 、少な く と も あ と半世紀はその必要性が続 くに違いない。

それまでは 、客員芸術家制度だけでな く 、積極的に芸術やデザイン系の学生のイン夕一ン制度を採用する

な ど 、  この種の行政や企業を中心とした研究機関の中に、  新しぃ意識の触媒作業を続けていくべきだと考

えている 。

その意味で、AT Rがいち早くA r t i s t- in-r e s i d e n c e を採用し、新しいメデイア表現や、五感に訴えるイン夕一
フ ェ イ ス ・デザインの分野で もュニー ク な研究 ・ 創造活動を続けてきた意義は高く評価されるし 、今回のプ

ロ ジ ェ ク  ト終了後もぜひその基本方針は続けて欲しぃ。

他方では 、 芸 術 の領域で も 、 従 来 の アー テ ィ ス ト の 寄 つ て 立 つ て い た 、 « 自已表現のための創造行為と

しての芸術 » と い う 段階 を超 え た 、  新 し ぃ アー トの社会的役割への問いかけも始まっている 。  すでに今の

教育制度の中でも 、従来の科学 ・ 技術 ・ 芸術の縄張りを超えたク リ ェ イ夕一の必要性が高ま り 、幅広い視

野か らの問題意識 と技術的 リ テ ラ シー を備えた作家まで現われ始めて、  従来の専門領域そのものが解体し

始めているほどである 。

A T R は こんな風に 、  こ こ 数 年 来 、 人 間 の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン に 関 連 す る さ ま ざ ま な 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト の

中で 、技術者と芸術家の協力やチー ム ワー ク を 積極的に取 り 入れ る と い う 実験 を行つて き た 。 そ のプ ロ ジ

ェ ク ト が -一段落して 、近 く こ れか らの再組織化をめざ して新 し ぃ出発を始め る と ぃ う 。 こ の際 、今 までの 、
このArt i s t- in-r e s i d e n c e制度を始めとする科学、 技術、  芸術の対話や協力関係の素晴らしぃ成果をここでも う
一度振 り返 り 、  これか らの人間がほん と う に満足でき る新 し ぃ生活 ・ 文化のあり方の研究にまで取り組ん

で行つて欲 し ぃ と 願わずにはい られない。
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特集 一 知能映像通信研究所プロジェク ト終了

M IC Farewel lMessage

プ リ テ ィ ッ シ ュ  ・ コロンビァ大学助教授

(前ATR知能映像通信研究所第=研究室客員研究員)
シ ド=- 。フェルス

月並みな文句ですが、  M I & C  (知能映像通信研究所)  での私の経験をたと  え

る と そ こ は 「庭」 の よ う な も の で し た 。  M I &c庭園は、幼稚園が子供を育てる
よ うに 、人を育む土壞でした 。  M 1 & C の土壞はとて も肥えていて 、いろんな装

置 ( お も ちゃ )  が置かれて、  自由に根を張るこ とが出来ました。  A T R の 3 階にい る人々やそ こに漂 う ア イデ

アは、  ま る で さ ん さ ん と 輝 く 太陽の よ う で し た 。 そ こ は物質的であ り な が ら知的な空間を提供 し てい ま し

た。物質的には、  ライブハウスと命名された第二研究室の広々とした実験室が、  ア イ デ ア を 検 証 す る た め

に誰にでも開かれていました 。知的空間は、私にとって明らかに I a m a s c o p e ( イ ン夕ラ クテ ィブ万華鏡 )  と

共に存在していました 。  これは、  当初の私の研究計画にはなかったものでしたが、  い っ た ん 創 り 上 げ ら れ

る と 、 大 き く 開 花 し ま し た 。 そ し て 、 花 が 開 く と 、  M I &cのすべての リ ソー ス が 、 その ア イデア を実現す
る栄養となったのです。  そして、  I ama s copeはMI&Cの太陽の一つ と し て 世 界 と ぃ う 幼 稚 園 を も 照 ら す こ と

に貢献したと思います。

larnascope ( イ ン タ ラ ク テ ィ ブ 万一蓮聲,鏡)

M I & C庭園には世界中からいろんな人々が l11i かれま  した。 我々、

種 に と っ て 、  その地に時かれた後の課題は、  ど の よ う に 成 長 す る

か と ぃ う こ と で し た 。 あ る 外 国 人 に と っ て は 、  その自由は而、1-え難
く 、 奇妙で複雑な国で過ごす因難な時間 と な っ た よ う で し た 。  し

か し 、 私 も 含 め て多 く の人々に と っ て 、  こ れ こ そ 必 要 と し て い た

こ と で し た 。  1 9 9 6年から私が過ごしたM I & Cでの約 3年間、  私は、

知 性 も 、 感 性 も 、 創 造 性 も 、  そ して肉体的に も  ( と て も 美 味 な日

本食のせ ぃ で ) 驚 く べ き成長 を遂げ ま し た 。 今で も 、 M I &cは私に
影響を与え続けています。私は、  ブ リ テ ィ ッ シ ュ コ ロ ン ビ ア 大 学

で 、  自分が成長した と同 じ環境を学生達に提供し ょ う と 、  ラ イ ブ

ハウ ス を小規模なが ら再現し よ う と し てい ます 。

第二研究室でのフ ァン夕ステ ィ  ッ ク な 冒険が よ い思い出 と な っ て い ます 。  C-M A P な どの共同プロジェ ク
ト 、 議 題 を定めない金曜日の ラ ンチ ・ ミ ー テ ィ ン グ 、  オ ー プンハウス前の徹夜などは我々の絆を深めまし

た 。他に も数え切れなぃほどの楽し ぃ時間があ り ま した 。 た と えば 、私のアパー ト で バーべキュー を し た

り (煙の臭いがその後何週間も染みっいて し ま ぃ ま し た が ) 、  オ ープンハウス後に伊勢志摩へ ド ラ イ ブ に 行
き 、打ち上げパーテ ィ で午前 4 時 ま で起 き ていた こ と も あ り ま し た 。

M I & C に冬が到来する とい う こ と は悲 し ぃ こ と です 。木の葉が散 り 、草木は枯れたよ う に見えます 。 7 年

間で、M I & Cは何もなぃ単なる肥沃な土地から、生命あふれる庭へと成長しました。自分がその一部となり 、

第:::11形t室を始め とする M I & C の同僚達に加わる こ とが出来たこ と を 、  私は非常に幸運に思います。
中津 さ ん 、 間 瀬 さ ん 、 角 さ ん 、 西 本 さ ん 、 A r m i n さ ん 、 門 林 さ ん 、 江 谷 さ ん 、 小 林 さ ん 、 本 庄 さ ん 、 そ し

て、第二研究室とM I & Cの皆さん、  「サ ン キ ュー」 とい う こ とばだけでは、私の感謝の気持ちを到底表すこ
とは出来ません。今は、  M I & C 庭園に と っ て 、 過去の研究を振 り返 り 、 休息 し 、 若返 り 、 そ し て 、 春 を待

つ時なので し ょ う 。
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私のATR

NHK放送技術研究所主任研究員

(前ATR知能映像通信研究所第三研究室長)

岩館  祐一

1 9 9 8年の6月、 NHKの定期異動で、 ATR知能映像通信研究所への出向を命じ

られ ま し た 。  それまで、  A T Rに対しては、  企業からの研究者や海外からの研究

プロジェクト終了におもう

者が集まる研究所といった程度の印象しか持つてお  り ませんでした。  NHKではHDTv の伝送に関する実用
化研究を行つており 、基礎研究とは縁のない人間でした。 ま さ か 、 A T R に 行 く こ と に な る と は 予 想 も し て

おりませんでしたので 、  驚 き と と も に 、  先行きがとても心配でした。

A T R に 来 た こ と  も あ り  ませんでしたので、  建物に初めて入つた時、  ロ ビーの立派な吹き抜けを思わず見

上げ て し ま ぃ ま し た 。 プ レ ッ シ ャー を感じっつも、  中津社長を始め皆様に暖か く迎えていただ き 、何 とか

なるかな と思い直しました 。知能映像通信研究所では第三研究室長として仕事をさせていただきました 。

感性情報処理、 特に絵画や映像、  身体動作からの感性情報の抽出、 およびその利用方法に関する研究がテ

ーマで し た 。 最初は ま っ た く 馴染めな ぃ テーマでした。研究員の方々が自分の研究にっいて色々説明して

く れ る のですが 、何 を目的に してい るのか納得 して理解する こ と が出来ませんで した 。 ただ 、 それぞれの

研究員が自分の研究に対して強烈な自負を持つて取 り組んでい る こ と だけは感 じ と る こ と が出来ま し た 。

正直に言つて 「ど う し て こ の 人 は こ ん な こ と に 、 情 熱 を 傾 け て い る の か」 不思議でした。以来、研究計画
から日常的な議論、  果ては研究員の生活指導まで、  様々な経験を通して、  彼 ら の 言つ て い る こ と が 概 ね理

解でき る よ う に な り ま し た 。私自身 も身体動作に興味を持ち 、  ダ ン ス シ ス テ ム と ぃ う 不思議な シ ス テ ム を

開発してしまぃました 。 いつしか同じ穴の貉になってしまったよ うです。

2 0 0 0年 6月、NHKの定期異動で、NHK放送技術研究所への復帰

インタラクティブダンスシステム(M IDAS

を 命 じ ら れ ま  した。 身体動作 ( ダ ン ス )  からの感性情報の抽出に

関 し て よ う ゃ く 学 会 発 表 が 出 来 る よ う に な っ た 時 期 で し た の で と

ても残念でした。  また 、 A T R の人間にな り き ってお り ま したので 、

元の職場の雰囲気や研究方針に慣れるのに一苦労し ま し た 。  振 り

返つてみ る と 、 2 年 間 の A T R 滞 在中に体感で き た こ と が 二つ あ り

ます。 一つは映像に対する考え方です。  NHK技研では、  映像は見

て楽しむものであ り 、  いかにして解像度を向上させるか 、  あ る い

は雑音などの劣化を抑えるかなどの観点で研究を行つていました

が 、 A T R で の映像に対する考え方はまった く違つていま し た 。  カ

メ ラ の 前 に 立つ たューザ が 映 像 と イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン を し な が ら 映
像 と 戯 れ る 、  あ るいは映像を通して人間同士のコ ミ ュ ニケ ー シ ョ

ン を支援す る な ど 、  こ う ぃ う 使 い 方 も あ る の か と 映 像 に対す る 考

え方を改めさせ られま  した。  も う一つは、 研究に対する考え方です。  基礎研究をやってこ  られた方にはあ

た り ま えの こ と な のか も知れ ませんが 、  研究とは本来個人の興味で動機付けられる個人的な活動であると

い う こ とです 。企業の研究所でもこの基本は共通であるはずですが、必ずしも実践できなぃのが企業研究

者の悲し ぃ と こ ろ です 。会社の方針 と擦 り合わせなが ら 、 それを どの よ う に実践するかが 、私の現在の課

題なのかも知れません。
A T R を取 り巻 く環境も厳し くな り っつあ り ます 。研究成果の社会への還元がこれまで以上に求められる

もの と思われます。研究環境が悪くなるよ うに も受け取れますが、その要求の中から新しぃ研究の動機を

見い出し 、  組織の力を利用して大きな研究に育てて行けばと思います。  ただ、  ATRの基本的使命は基礎研

究にあ る はずですので 、 人材育成の面か ら も 研究員の個性を育て る環境 を さ ら に充実 させ る と と も に 、 一

般企業では出来ないチ ャ レ ン ジ ン グ な研究を続けていただ き たい と思い ます 。今後 と も 、  A T Rがいつまで

も世界中の研究者の憧れの場所であり続けることを願つております。

知能映像通信研究所在任中は、 中津良平社長を始め皆様に大変お世話になりました。  誌面をお借り して 、

改めて皆様のご厚情に感謝致します。
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研究動向紹介

ニ イハオ 1 中国語  一中日自動翻訳への挑戦一
ATR Approach to Chinese to Japanese Machine Translation

ATR音芦言語通信研究所では、  様々な言語による コ ミ ュニケー ションを支援す

るための技術を研究してぃます。  その一環 と し て 、  中日音声翻訳技術の研究に

取 り組んで ぃ ます 。  こ こ で は 特 に 、  音芦認識されて得られた文を自動翻訳する

段階について 、  その基本的な考え方やアプローチをご紹介します。

ATR Spoken Language Translatlon Research Laboratorles are working on the

varlous themes for multi -l lngualspokenlanguage translation . ln that policy,we
are studying on the Chlnese to Japanese translation system . This paper gives a
brlef introduction of the approaches to the deve1opment of the system,whlch

translate recognized Chinese sentence into Japanese one,

1 .  はじめに

中国語は 、 私 た ち 日本人 に と っ て 最 も 古 く か ら

慣れ親しんで きた外国語です 。ですが 、  ほ と ん ど

の日本人にとって一般の中国語文は、  聞 き 取 り は

も ち ろ ん の こ と 、  文字で:書 か れ て い た と し て も 意

味 が 分 か ら な い の で は な い で し ょ う か 。  日本人に

と っ て も 分 か り そ う で 分 か ら な ぃ 中 国 語 は 、 計 算

機にとっても厄介な相手でした 。

2 .  中国語の特徴

お隣の韓国語が 、 見 た目は と も か く 、  「二1本語と

非常に近い関係にあるのに対し 、  中国語は、  日本

語 や 韓 国 語 等 の グ ル ー プ と も 、  ま た 、  英 語 ・ 仏

語 ・ 独語等のグルー プ と も 全 く 別 な グ ルー プに属

する言語です。

中国語の特徴は、  まず、  一 般的には分かち書き

さ れ な い こ と で す 。  日本語も分かち書き し ません

が 、 漢 字 、  カ タ カ ナ 、  ひらがなの使い分けでその

代わ りになっています 。

次に 、  活用や変化形が無いため品詞が分かりに

く い こ と で す 。  日本語の中の漢字熟語を見ればお

分か り ぃ た だけ ますが 、  た と え ば 「美術」 は 「美
し さの術」 と い う 構造ですが 、 「美人」 は 「美 し ぃ
人」 と ぃ う 構 造です 。 つ ま り  「美」 だ け を 取 り 出
して し ま う と どんな品言司か分からな くなってしま

います。

漢字熱語 と ぃ う も の は 、  中国語 か ら 来 て い る か

中国語を手本に造られた ものですから 、  中国語の

性質を知る近道かも知れません。  乱 : 無な言い方を

すれば、  中国語は一つの文が丸々、  漢字熟語みた

いなものなのです。

中国語の特徴は簡単に説明できる ものではあ り

ませんが 、  この二つは機械細訳にとって真先に間

題にな り ます 。計算機を使つて自動的に翻訳 させ

るには様々な方式が考案されていますが 、  一般的

には元の言語の文を単語に切分け、  各単語の品詞

(株)  ATR音声言語通信研究所

第三研究室

坂本 仁

を決め、  その上で文の構造を解析していきます 。

それからその文の構造を相手の言語で表現するよ

う に ト ラ ン ス フ ァ ー (変換)  し、 さ ら に 相 手 の言

語で文として整形していくのです。

と こ ろ が 中 国 語 の 場 合 、 単 語 に 切 分 け よ う に も

品詞を決めよ うにも手掛かりがあま り無いのです。

3 . 多言語翻訳方式

A T R で は様々な言語に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

を支接するための技術を研究しています。  世界に

は様々な言語がありますが、  日本人に と っ て外国

語 と い う と 、 英 語 ・ 仏語 , 独語一 と イ メ ー ジ さ れ
る の で は な い で し ょ う か 。 ご 承 知 の よ う に こ れ ら

は比較的近い言語です。  A T Rでは他に韓国語との

間の翻訳技術も研究していますが、  言語のグルー

プで見れば欧米 と日韓 との間で しかない と言え ま

す。

もちろん中国語も単語に切分けた り品詞を決め

た り と ぃ う こ と が で き な い わ け で は あ り ま せ ん 。

ですか ら 、  中日翻訳にあたって従来の翻訳方式を

適 用 す る こ と も 一l一分可能でした 。ですが私達は 、

「様々な言語」 に対応する と ぃ う大目標を考え 、中
国 語 と い う 新 し ぃ夕 イ プ の言語にはそれにふ さ わ

し ぃ方式を考案してい くべ きだ と考えま した 。  こ

れが中日細訳を挑戦と考える所以です。

機械細訳の方式を考える上では、  先にご紹介し

た よ う な 言 語自体の近 さ や特徴だ け で な く 、 国 同

士の文化 ・ 経済的な関係か ら く る研究開発に利用

でき る資源の違いが重要にな り ます 。機械細訳以

前に 、  細訳や通訳の出来る人材、  辞書や例文集等

の資料、  その言語に対する相手国での研究体制な

どの条件が、それぞれ言語毎に大き く異な ります。

し か も 、 言 語 と し て の特徴は十年 、 二 一l 年 で さ ほ

ど変わ る こ と は あ り ま せんが 、 研究開発に利用で

き る 資 源 は 、 十 年 で 全 く 違 つ た も の と な る こ と も

あ り ます 。

li?、1 エイ テ ィ ー ア ール1:1-11,' 11 f 通信f 11f究所は911 3 0 l l を もって f 1l「究 、1ii動を終了いたしま  した。
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f額的名字能告i斥我明,
能把無的名字告 ・源我喝
好的能告i斥我悠的名字喝
可以告源我1課的姓名喝
理恩可以告i斥我無的名字喝

中国語は、  英語以外の言語と  しては、  比較的利

用で き る 資源が多い方で し ょ う 。  しかも非常に高

い ペー スで増えています 。  です か ら 、  今後も増大

する資源を有効に活用して 、  翻訳の性能を改善し

てい く こ とのできる方式が必要だと考えました 。

こ う した点から A T R では中日翻訳の研究開発に

あ た っ て 、  翻訳 を前提 と し な い 、  独立した中国語

処理や日本語処理を自然言語に基づく換言処理で

実 現 し よ う と し て い ま す。

4, 換言処理

私達がある程度目本語の分かる外国の人と会話

す る 時 の こ と を 考 え て み て 下 さ い。 ま ず言いたい

こ と を外国の人でも理解でき る平易な表現に言換

え て 、  それか ら話 をす る 、  外国の人が言つた言葉

はそのまま受け取らず、  何を言いたか ったのか を

そ の 言 葉 を ヒ ン ト に 考 え 、  そ の 場 合 に も っ と ふ さ

わ し ぃ 表 現 に言換 え て 理解す る 、  と ぃ う こ と を し

てい る と考え られ ます 。

A T Rではその部分に着目し、  翻訳処理に独立し

た換言処理部 を設け る こ と に し ま し た 。 そ れに よ

って狭義の翻訳、  ト ラ ン ス フ ァ 一 部 は 教 科 書 や 辞

書の例文を翻訳できる程度の実力でも 、  シ ス テ ム

全 体 と し て は 一1 分通用す る も のに出来 る と 考 え て

います。

図 1は中日細訳の流れの考え方を示した もので

す。左端が実際に話される中国語で様々なバ リェ

ー シ ョ ン が あ り ま す 。 ですが 、 一般の教科書や辞

書には中ほ ど の翻訳の こ と し か 書 い て い な い で し

ょ う 。 右端の日本語は日本人なら常識で片づけて
し ま う か も知れません 。  特に見 て い た だ き た い点

は、  左側は日本語を知らな ぃ中国人ででき る操作

ですし 、  右側は中国語を知 ら ない日本人でで き る

操作 だ と い う こ と で す 。

5 .  中日翻訳システムの開発

A T R では こ う し た考え方に基づいて中日翻訳シ

ス テ ム を 試 作 し て い ま す 。 そ れ に よ っ て 、  このシ

ス テ ム で は 従 来 の 方 式 に 比 べ て ト ラ ン ス フ ァ ーす

る の に 必 要 な デ ー タ を 非 常 に 効 率 よ く 開 発 で き る

こ と が 分 か り ま し た 。 従 来 の 方式 で は そ う し た デ

ー タ を開発す るにはシ ステ ムでの品詞の分類や係
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お客様のお名前を・頂戴できますか
t失礼ですが
お名前は

り 受 けの扱い方など を熟知 し てい る必要があ  り 、

デ一夕を追加する場合には既にあ る他のデ一夕 と

の関わ りを考慮する必要があ り ま した 。  こ れ に 対

し、 この中日翻訳システムでは対訳例文を見てど

ん ど ん デー タ を 作 る こ と が で き る よ う に な っ た の

で す 。 そ う し て 作 つ た デ ー タ で も 、 多 少 、 難 は あ

る にせ よ十分意味の取れる日本語が得 られ る こ と

が分か り ま し た 。 ですか ら 、 後は元の中国語を見

な く て も 日 本 語 だ け で も っ と 分 か り や す ぃ 、 ふ さ

わしぃ表現に言換えるこ とができるのです。

こ の こ と は次の段階 と し て 、対訳例文か ら自動

的に必要なデー タ を 作 成 で き る と い う こ と を 示 し

ています。  A T Rでは換言処理に基づく中日翻訳の

試作を進めなが ら 、  日本語換言に必要なデー タ や

中 日 ト ラ ン ス フ ァ ー に必要なデー タ を 、 そ れ ぞ れ

日本語の例文集、  中日対訳例文集から自動的に作

成する研究の準備も進めています。
これが実現すれば、  そ の シ ス テ ム で は 中国語 の

翻訳結果が意味の取れる程度のものであれば、  そ

れを手直しして分か りゃすい日本語文を作り 、  シ

ス テ ムに入力してやるだけで 、  次から翻訳結果が

その分か りやすぃ日本語文に改善されます。です

か ら 、  全 く中国語を知 ら な ぃ人で も簡単にシ ステ

ムの性能を向上させられるよ うにな り ます 。

また 、  翻訳結果が意味の取れないものであって

も 、元の中国語文と日本語に翻訳した文を対にし

て シ ス テ ム に入力 し てや る だ けで 、  次から翻訳で

き る よ う に な り ま す 。 品詞の分類や係 り 受 けの関

係を気にする必要はあり  ませんからシステムの性

能をどん どん向上 させ られ る よ う に な り ます 。

6. むすび

中 国 語 単 体 ・  日本語単体での換言処理を重視す

る こ と で 中 日 ト ラ ン ス フ ァ ー を効率的に開発でき

る こ とが分か り ま した 。ですが 、人間の言換えは 、

相手に分か ら せ て あ げ よ う と し た り 、 相 手 の言 う

こ と を 理 解 し ょ う と し た り す る た め の も の で す 。

つま り 換言処理は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 根幹に関

わる重要な事柄だと言えます。  A T Rでは中日翻訳

を 出 発点 と し て さ ら に 、  この換言処理を重要な研

究対象の一つに、  研究 を続 け て い き た い と 考 え て

います。
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研究動向紹介

人間と様々なモノ との関わ りの分析を通じて 、  ネ ッ  ト ワー ク上の人と人とのコミ

ュニケーションに役立つ画像内容検索を研究しています。  こ こ で は 、 近 年 、 情 報

検索および 、交換の方法と して注目されて ぃ る ピ ァ ・ ツー ・ ピ ァ方式での新しい

画像検索の実現方法を適応制御の立場で紹介します。

From the analysis of relat1onship between human being and various objects, w e

propose the content-based image retrievalsystem for the communlty in a
network.Here, t h e  new retrievaltechniqueln a peer to peer network is briefly
explained.

人とモノの関わりの研究

ーネ ッ ト ワークコミュニティでの画像検索一
User-adaptive Mapping Approach- lmage  Retrlevalin Network Community-

1. はじめに

イ ン 夕 一 ネ ッ ト で の 情 報 検 索 は 、 既 に ビ ジ ネ ス

にな ってい ます 。  さ ら に イ ン 夕 一 ネ ッ ト は 、 人 と

人 と の関わ り に ま で深 く 浸透 し始めてい ます 。  今

後 、 人 間 の 応 答 や 評 価 ・ 行 動 に 適 応 す る ネ ッ ト ヮ

ー ク を 利用 し た シ ス テ ム が益々重要にな る こ と で

し ょ う 。 我 々 は 、  こ の よ う な 適 応 シ ス テ ム と し て

の画像内容検索'''を研究しています。  こ こ で 扱 う 画
像内容検索とは 、  画像から周波数成分などの低次

の特徴量を抽出し、  その画像を特徴空間上の点と

し て表現した時に 、各点間の距離によ り画像の類

似度を決定する方法です。  この技術を実現するた

めには 、  ど の よ う な 特徴量 を使 う と 良 い の か 、  ど

の よ う に 距 離 を 測 れ ば 良 い の か と い う 課 題 と 、  そ

れ を ど の よ う に 連 用す る の か と ぃ う 課 題 が あ り ま

す。 我々の研究はこの連用に関する部分です。

こ こ で の キー ポ イ ン ト は 、  ト レー ドオフの関係

にある二つの要求の制御方法です。  一方は多岐に

わたる検索に対応するために特徴量の種類を増加

さ せ た い と い う 要 求 で す 。 そ し て 、 他 方 は様々 な

負荷が同時発生している計算機上での計算コス ト

を減少 させ たい と い う 要求です 。  こ れ は 、 人 間側

の要求 と機械側の要求 と言い換え る こ と も出来ま

す。

2 .  どのよ うに制御するのか

1 )  状況に応じた行動

我々の提案は、 人がものを探す時の状況に似て

います 。余裕があれば 、  じ っ く り と 比 較 し て 選 択

す る で し ょ う 。 急 い で い る 時 は 、 部 分 的 に 大 ま か

な認識をす る こ と も あ り ま す 。 本提案の制御では

その よ う な 状況 を真似てい ます 。 状況 ( 環 境 )  に

応 じて 、部分的な特徴だけを見て 、残 り の部分を

過去の経験で補完して判断を下します 。特に 、  こ

解0エイ - テ ィ ー ・ ア ー ル環境通応通信研究所は9月30 l-1をもって研究活動を終了いたしま した。
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の方法は特徴空間での距離計算が複雑である場合

に 、  単純に次元を落 と した空間での距離計算よ り

も良い性能が得られます。  も ち ろ ん 、  間違つた判

断を下す こ と は選け ら れ ませんが 、  少しは想像を

働かせた方が良い結果が得 られ る こ と が多い訳で

す。  この機構は人間側の要求と機械側の要求の緩

衝材とな ります。

2 ) 計算量の削減

提案 し た 制 御 法 を 、 現 在 研 究 し て い る ア プ リ ケ

ー シ ョ ン を例に紹介 し ます ( 図 1 ) 。 制御の対象は

特徴抽出に掛かる計算量です。  急 い で い る 時 に 補

完してくれる仕組みとして K o h o n e n の自己組識化

マ ツ プ ( S 〇 M )  を使用します。  また 、その後段に

は判別のための階層型= ユ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク
( N N )  を備えています。  ク ラ イ ァ ン ト は 、  自分の

目的空間 を よ り 良 く 表現す るN個の特徴量の種類

と 、 S 〇 M の べ ク ト ル デ一夕 な ら び に N N の 結 合デ

ー タ を 検 索要求 と し て ホ ス トへネ ッ ト ワ ー ク を 通

じて伝送します 。ホス トは 、その時々の自分の負

荷 状 況 に 応 じ て ク ラ イ ア ン ト が 指 定 し たN種類の

特徴量の中から N'種類の特徴量を計算量の少なぃ

順に選択して 、画像から特徴量を抽出します 。  こ

の結果、 (N-N ') の計算量が削減できます。この後、

クライァン  ト側の要求

ホスト側の要求

図 1  提案 ア プ リ ケー シ ョ ン



削減された特徴量を連想し復元するために soM を
使用します。復元された空間を使用して、 N Nが目

的の画像であるか否かを判断します。  こ れは 、  人

間 ( ク ラ イ ァ ン ト )  側の要求がNで あ り 、 機 械

( ホ ス ト ) 側 の 要 求 がN ' である間題です。以上の

仕組みで 、  検索に要する計算量を調整可能にしま

した。

3 .  ア プ リ ケーシ ョ ン

1 )  ピ ァ ・ ツー ・ ピア技術を利用した検索

我々の提案の適用先と して 、近年話題となって

い る ピ ァ ・ ツ ー ・ ピア ( P t o P )通信方式に注日し

て い ます 。 そ れは 、  よ り 個 人 に密着 し た シ ス テ ム

が実現で き る と 考 え て い る か ら で す 。  計算機の高

性能化と常時接続や無線通信な  どの通信環境の変

化が一層 P t o P 方式を後押ししています。図 2はそ

の イ メ ー ジ で す 。 あ る 人 ( ク ラ イ ア ン ト )  が知 り

合 い  ( ホ ス ト )  に検索要求を出します。  もし 、  そ

のホ ス ト が要求に応え る画像を持ち合わせていな

ければ 、  さ ら に 別 の ホ ス ト に 問 い 合 わ せ て く れ ま

す。 こ の よ う に し て 自 分 の 知 ら な い 人へ と自分の

要求が広がって行きます 。そ して 、要求に合致す

る 画 像 が 見 つ か れ ば ( ヒ ッ ト ) 、 そ の こ と が ク ラ イ

ア ン トへ知 ら さ れ 、  そ の ホ ス ト か ら デ一 夕を取得
( ゲ ッ ト )  します。

図 2  ピア - ツー ・ ピァ型検索のイ メ ー ジ
2 )  ピ ァ ・ ツー ・ ピ ア 方式への期待
従 来 の ク ラ イ ァ ン ト ・ サーバ型では、大量の画

像 を 扱 う た め に 特徴量デー タ ベー ス を 用 い て い ま

した。  ま た 、  検索対象が明 ら か で あ る 場合には 、

統計的手法 で計算量 を 削 減 で き ま す 。  し か し 、

我々が考 え る シ ス テ ム で は 、 特 徴量デー タ ベー ス

を 無 く そ う と し て い ま す 。  こ の よ う に す る と 、 特

徴 量 デー タ ベー ス と の イ ン タ ー フ ェ一 ス を標準化

す る必要 も あ り ま せ ん し 、  目的に合わせて特徴の

種類 を 変 え る こ と も 出 来 ま す 。 代 わ り に 、 検 索 の

要求がある度に特徴量を抽出します。  P t o Pで各個

人がたかだか数百枚程度の画像を公開している分

散環境を想定すれば、  要求毎の特徴抽出も可能で

は な い で し ょ う か 。  この結果、  ホ ス ト 管 理 者 と 検

索 要 求 者 ( ク ラ イ ァ ン ト )  の視点の違いを気にす

る 必 要 が無 く な り ま す 。 そ れ ぞ れ の ホ ス ト に あ る

画像は 、風景 、 絵画 、 映画のシ ー ン、 cG 、 医療 、
衛星写真など多種多様なものが考えられます。一

人一人の視線や対象画像の分野を細かく反映しよ

う とすれば 、  特徴量の種類や選択肢は多いほど良

い で し ょ う 。 こ の た め に 発 生 す る 計 算 コ ス ト と の

バ ラ ン ス を 取 る 問題 を 、  我々の提案は解決します。

こ の シ ス テ ム を 、 情 報 を 共有す る た め の コ ミ ュ ニ

テ ィ の形成に利用し ょ う と 考 えてい ます 。例えば 、

画像の内容検索が人の好みや感性を反映している

のであれば、  ネ ッ ト ヮ ー ク を通じて言葉以外の方

法で仲間を発見できるのではないでし ょ うか 。

4. お わ り に

こ れ までに 、強い結び付きであった人間側の要

求 と 機械側の要求 を柔 ら か く 結 ぶ こ と で 、  それぞ

れ を 最 適化す る た め の 自 r士I度を上げる方法を提案
し ま した 。  こ の成果を利用 して 、  人間と特徴量を

結 び っ け て い る 特 徴 空 間 を ク ラ ス 夕 リ ン グ す る 方

法が今後の課題です。そのキー ポ イ ン ト は 、 時 間

と と も に変化する人間の感性を上手 く表現するた

めの方法を実現する こ と です 。  こ の課題を 、  ニ ュ

ー ラ ル ネ ッ ト ヮ ー ク と発見的解探索手法である高

次元アルゴ リ ズ ム ' 2 'を利用 し て 、 時間 と と も に変化
す る コ ス ト 関 数 に追従す る シ ス テ ム と し て 解 決す

る こ と を 目指 し てい ます 。
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研究動向紹介

“知覚 (perception)'' のための視覚、 “行動 (action)”
のための視覚

Vision for perceptlon,vision for action

私たちは目から入る視覚情報を様々に使つて生活を行つています。  視覚情報を

も と に 、 机 の 上 に あ る カ ッ プ を “ 力 ツ プ ” と 認 識 す る こ と も 出 来 ま す 。 飛 ん で

く る ポ ー ル を見 て 、  う ま く キ ャ ッ チ す る こ と も 出 来 ま す 。 そ こ で 私 た ち は 、  目

か ら入つた情報が 、  目的に よ り 、 脳 中 で ど の よ う に 処理 さ れ て ぃ る か につい て

研究を進めてぃます。  こ こ で得 られた知見を静止画や動画を利用した イン タ フ

ェ ー スの設計へ応用する こ と をめざ して ぃ ます 。

ln everydayl l fe, w e  use visual information to perform a variety of human

behaviors.Using visualinformation, w e  can recognize a cup as a 'cup'.Simllarly ,

we use vlsualinformation in order to catch a ba1l . The aim of our study is to

investlgate how visualinformation is processed in the human brain for different

goals of human behavior. We believe that our research results could be applied

for designing a human interface with static images and movles.

1. はじめに

飛 ん で く る ボー ル を キ ャ ッ チ す る 時 、  ど う し た

ら 、  う ま く ボー ル を っ か め る で し ょ う か ( 図 1 ) 。

イチロ一選手がボー ルを打つ時、  か な り ボー ルが

離れている時にすでに月宛もバ ッ ト も動 き出 してい

ませんか。  こ の よ う に 、  動 い て い る ボールをっか

ん だ り 、 打 つ た り す る 時 、 私 達 は ボー ルの位置を

う ま く 予測 し なければな り ません 。  し か し 、 動 い

て い る ボー ル を た だ  ( ぼ 一 っ と )  見 て い る だ け の

時は 、  この必要はありません。

図 1  =つの視覚経路モデル
2 . =つの視覚経路モデル
こ の 例 に 見 る よ う に 、 私 た ち は 目 的 に よ り 欲 し

い視覚情報が違います。  さ て 、 そ れ で は 、 私 達 の

視覚システムは 、  こ の よ う に 目的に合わせて違 う

処 理 を 行 つ て い る の で し ょ う か 。  M i l n e r と

Gooda le ' ' 'は、  人間の脳内には知覚と行動のための
それぞれ別の視覚情報処理が存在するとぃ う仮説

を 提 唱 し て い ま す ( 図 1 ) 。  目か ら 入つ た情報が 、

目的に よ っ て 違 つ た 処理 の さ れ か た を す る と ぃ う

も の で す 。 図 2 を 見 て 下 さ い。左右の中心円のう

ち 、  どちらが大き く見えますか。左の中心円が大

き く 見 え る と 思 い ま す 。 で も 、 実 際 の 大 き さ を 測

ってみて下さい。左右の中心円は同じ大きさです。

先端情華l1l科学研究部は組織変更を行い, 1o月 1 日から人間情報科学研究所になり  ま した。
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こ れ は 、  回 りの円の大き  さ に影響 されて中心円の

大きさが違つて見える錯視です。  Gooda leの研究室

では 、  こ の 中心円 を被験者につ ま ん で も ら う と ぃ

う 実 験 を 行 い ま し た 。 す る と 、 見 え  (知覚)  では

左右の中心円が違 う大 き さに見えてい るのに 、  こ

の中心円をっ ま も う と す る と  ( 行動 ) 、指 と指の間

の大き さは左右の図で差が無い とい う結果を示し

ま し た 。 つ ま り 、  中心円をっまむためには回りの

影響を受けていない 、  正しぃ円の大きさに指を広

げなければならない と ぃ う ゎけです 。  Gooda l eらは、

彼 ら の 提唱 し て い る:二つの視覚経路モデルをこの
結果は支持してい る と報告 しています 。
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3 .  動く物体の位置知覚

二つの視覚経路モデルでは、  行動経路はオン ラ

イ ン処理であ り 、 “ 行動 ” のために時時刻刻 と視覚

情報を処理 し てい る  ( し か し 、 知覚経路はオン ラ

イ ン ではない )  と 提唱 し てい ます 。私たちを取 り

巻 く 環 境 に は 動 く 物 体 が た く さ ん 存 在 し 、  ま た 、

私 た ち 自 身 が 動 い て い る こ と も 多 く 、 私 た ち と 回

り の も の た ち と の 位 置 関 係 は ダ イ ナ ミ ッ ク な も の

にな っ てい ます 。  そ こ で 、  行動経路と知覚経路と

では 、  それぞれの目的に従つて動く物体の位置が

違つた形で表現されている可能性があります。

実際、  位置知覚は動きの影響を受けています 。

た と えば 、 静止パ ッ チの位置はパ ッ チ内部の動 き

の方向にずれて知覚される こ とが知られています 。

静止 したパ ッチの内部の白黒模様が動いてい る と



実際の位置

' 見 え ' の位置

錯視の大き さ

図 3  動きによる位置知覚の錯視

(図3 ) 、  パッチの位置が動きの方向にずれて見えま

す。 この錯視は月111内での情報処理にかかる時間を
予 測 的 に 補 正 す る こ と に よ っ て 起 こ る と 解 釈 さ れ

ています。  も し 、  こ れ が正 し ぃ な ら ば 、 そ の補正

は行動のためにこそ重要と考えられます。

4, 心理物理実験

私 た ち は 、  こ の “ 動 き に よ る 位 置 知 覚 の 錯 視 ”

の大き さを知覚的判断と行動反応によって計測を

する実験を行いま した 。同 じ視覚刺激を提示して

も 、 目 的 が “ 知 覚 ” で あ る か 、 “ 行 動 ” で あ る か で 、

結果が違 う か ど う か を調べたかったのです 。  図 3

の よ う な静止パ ッチの中を白黒の模様が動いて行

く も の を 刺 激 と し て 使 い ま し た。実験に参加して
く れ た 人 た ち に 、 二つの課題 をお願い し ま し た 。

パ ッ チ の位置 を 、  ( 1 )  刺激提示後に提示される目

盛 りで答え る  (知覚課題)、  ( 2 ) 手 に持つたぺンで

マー キ ン グ ボー ド に印 を付け る  ( ポ イ ン テ ィ ン グ

課題) と い う も のです 。 た と えば 、知覚課題では 、

実験参加者はパ ッチの位置を目盛 り の “ 5 ” の 位置

だ っ た 、  な ど と 答 え ま す 。 ポ イ ン テ ィ ン グ 課 題 で

は 、 ぺ ン でパ ッ チ の位置 を マー ク し ます 。 この時 、

黒い板に遮 ら れ 、  実験参加者の月統Eや手は見えなぃ

よ う に な っ て い ま す 。  実際のパ ッチの位置 と実験

参加者の答えとの差を “錯視の大きさ ” と しました 。

5 .  行動のための視覚

こ の実験の結果 、 大変面白い こ と が分か り ま し

た。 “ 動 き に よ る位置知覚の錯視 ” の大 き さは 、 そ

の 大 き さ を ど ん な 方 法 で 測 る か に よ っ て 違 つ て い

た の で す 。 図 4 に 示 す よ う に 、  錯 視 の 大 き さ は 、

ポ イ ン テ ィ ン グ 課 題 に よ り 測 定 さ れ た も の が 、 常

に知覚課題に よ っ て測定 された も の よ り も 大 き く 、

また、速度上昇に伴う增加も急速でした。

こ こ で 、 確 認 し て お き た い こ と は 、 実 験 参 加 者

に提示 した刺激はどち らの課題に対 して も同 じ も

の だ っ た と い う こ と で す 。 つ ま り 、  こ こ で 示 し た

結果は、  同 じ入力に対 し て 、 視覚シ ス テ ムは目的

に よ っ て 違 う 処 理 を し て い る と ぃ う こ と で す 。 ポ

イ ン テ ィ ン グ 課題 で動 く 物体 の位置 を指 し 示す た

錯

視

の

大

き

さ

遅い 動きの速度 速い

図 4  動きによる位置知覚の錯視の大きさ

めには 、  手を動かす準備のための時間を補正する

必要が出てきます。  この時問は知覚課題で補正す

べき ( 脳内の )知覚処理時間よりも長いものです。

そのため、  ポ イ ン テ ィ ン グ 課 題 で は 、 予 測 位 置 が

より運動の方向にずれたものと考えられます。

また、  こ こ で 、刺激提示から課題の遂行までの

間に 4 秒 の遅れ を入れてみ る と 、  ポ イ ン テ ィ ン グ

課題に よ っ て測定 され た錯視の大 き さ が 、 知覚課

題 の も の と ほ ぼ 同 じ に な り ま し た 。  こ れ は 、 刺 激

提示か ら時間が経つ と オ ン ラ イ ン 処理 と し て の行

動経路 の情報 は使 う こ と が 出 来 な く な り 、 記 憶 に

残 さ れ た 知覚経路の情報 が ポ イ ン テ ィ ン グ に も 使

われたためと考えられます。

6. お わ り に

こ こ で 示 し た一連の結果は 、図 1 に示す よ う な 、

知覚と行動のための二つの視覚経路の存在を支持

す る も の と な り ま し た 。 図 1 に あ る よ う に 、  目 か

ら入つた情報は後頭部にある視覚野に伝達されま

すが、  その後の処理は、  そ の 目 的 に よ っ て 、 知 覚

経路、  行動経路に別れて行われます。  それぞれの

処理結果は、  その目的にあ っ た表現 と な っ て い る

よ う で す 。  ま た 、 行動経路の処理はオン ラ イ ン的

で 、 時 時 刻 刻 と 更 新 さ れ て い る よ う で す 。 動 い て

いる物体をっかむ時、  その物体がまだ遠 く に あ る

の を見ただけで 、  手や腕が動 き始め て い る の は 、

行動経路が必要な時間を補正し、  経路予測を行つ

てい る か ら の よ う です 。

こ こ で 紹 介 し た よ う な 視 覚経路の解明は 、 全 視

覚システムの解明への糸口 とな る と と も に 、今後 、

ますます增大が予想される静止画や動画を利用し

た イ ン タ フ ェ ー スの設計に有益な指針を与えるも

のになる と信 じています 。
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/ ェイ 。テ ィ ー・ アール知能映像通信研究所

研究成果報告会を経団連会館で開催
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本成果報告会は、 この9月末で6年半の研究プロジェ

クトの終了を迎える、エイ ・ ティ ・ アール知能映像通信

研究所の研究成果にっいての理解を深めていただく ,ため
に開催致しました。

今回は、慶應義塾塾長安西裕一郎様に 「21世紀に花
開く人間のための情報通信技術」 と題して、基調1111演を
いただきました。

講演では、 社会の変化と科学技術の変選を路まえ、 日

本は、世界に誇ることが出来る技術が数多く理もれてい

る。21世紀に日本が世界をリ ー ドするためには、工学

的な先入観に提らわれずに、 こうぃった技術を見つけ出

し発展させることが大切である。 人間のための情報通信

技術には、純枠に情報通信を対象にした工学的な側面と、

人間を対象にしたイン夕ラクション技術の側面がある。

後者は、知能映像通信研究所でも特に力を入れておられ、

日本オリジナルな研究開発の核になる。従来の工学的な

価値判断では、 埋もれてしまう可能性がある技術である

が、 人間を文援する情報通信技術の今後の発展のために

も、さらに取り組んでいかなくてはならない重要な研究

分野になるとのお話しをいただき、 意義深い成果報告会

となりました。

基調講演に引き続き 「将来のコミュニケーションメデ
イアの創出を目指し、映像を主としたマルチメディア情

報を利用して遠隔地の人間同士が相互理解と共同作業を

容易に行えるコミュニケーション手段の提供を目標とし

て、(1)コミュニケーションに最適な環境を生成する技術、

(2 )人間のコミュニケーションを、コンピュー夕が支援す

る技術、(3 )コミュニケーションにおける人間の感覚と行

動原理の解明等にっいて研究を進めてまぃりました成果
にっいて、企業 ・ 大学等、日頃からお世話になってぃる
関係機関の方々に報告しました。

9 月 7 日 、  ㈱ 工 イ  ・ テ ィ  ・ アール知能映像通信研究所は、 研究プロジェクトの終了時期を

迎 え 、  これまでご支援いただぃた方々に6年半の研究成果を報告しました。  当日の参加者

は出資企業様を始め産学官の関係の深い方々200名近くを数えました。

1株1エイ ・ テ ィ ー - アール知能映像通信研究所は9月 3 0日をもって研究活動を終了いたしました。
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工 イ ・ テ ィ 〇 アール音声言語通信研究所

音声合成と聴覚研究との架け橋

「人が話す よ う に話せ る機械 を作 る」 こ と が 音
声合成技術の究極の目的であ る こ と は今 さ ら言 う

ま で も な い こ と だ と 思 い ま す 。  その実現に向けて

A T R では ,  発足当初の自動翻訳電話,  青声翻訳通

信 ,  そして現在の音声言語通信研究所と研究が受

け継がれています 。 その一方で 「話 す こ と と 聞 く
こ と」 の関連性を重要視する立場から ,  聴覚に関
する研究 も ,  視聴覚機構研究所,  人間情報通信研

究所,  先端情報科学部において受け継がれて来て

います。

私自身はこれまで視聴覚機構 ,  人間情報通信研

究所において聴覚の基礎的な過程に関する研究に

携 わ っ て き ま し た が ,  昨年の 3月に音声言語通信

研究所の合成班の一員 と な り ま し た 。 それ まで も

音声細訳通信研究所との共同研究を通して相互の

研究交流を図つては来た ものの ,  いざ自分自身が

合成技術そ の も の に正対す る と な る と ,  正直のと

こ ろ少なか らぬ不安を感じ ま し た 。  しかし幸いに

も ,  聴覚の専門家と して取 り組むべき課題はすぐ

に見つかりました。

「人が話す よ う に ・ ・ ・ 」 を実現するレベルは2
つあ ります 。ひ とっは 「人が話すのと同じ方式で」
音 を 出 す 方 法 を 探 る ア プ ロ ーチ で 、  現在先端情報

科学部のグルー プで取 り 組 ん でい る 行 き 方 です 。

こ れ に 対 し て 人 と は 異 な る 方 式 で あ り な が ら  「人
が 聞 い た と き に 自 然 な 声 と し て 聞 こ え る」 音 を出
す方法を探るアプ ローチも存在します 。音声言語

通信研究所では後者の立場で,  素片接続型合成シ

ステムの改良を進めています 。  この改良を効率よ

く か っ本来の目的にかな う ょ う に進め るには ,  人

が聞いた と きの印象を適切に予測する必要があ り

ます 。そ こに私のよ う な聴覚研究者が貢献する余

地が生まれるわけです。

現在取り組んでいるのは聴覚末構系の処理特性

を反映した信号処理を単位選択に応用する とい う

ものです。  A T R -C H A T R の よ う な素片接続型の合
成 シ ス テ ム で は ,  目 標 と な る 音 韻 に な る べ く 近 い

音 素 片 を デー タ ベー ス か ら 探 し 出 し ,  それを連結

す る こ と に よ っ て 合 成 青 を 生 成 し ま す 。 拾 い 出 し

た 音 が 目 標 と 隔 た っ て い た り ,  ま た 隣 り 合 う 音 素

片間に急激な変化が生 じ た り す る と 聞 い た時に違

和感が出ます。違和感を最小化するには ,  音素片

間の距離を予め適切に見積 も る必要があ り ます 。

そのためには ,  別個の知覚属性として人間が分離

し てい る要因を適切に分離 して取 り扱い ,  聴覚系

の持つ非線形性について考慮した特徴量抽出を用

い る こ と が 理 想 と な り ま す 。

そ こ で聴覚末相系に関する最新の知見を組み込

んだ計算モデルを使用して特徴量抽出を行い ,  そ

の効果 を テ ス ト し て み ま し た 。  このモデルでは外

耳 ・ 中耳の周波数応答特性 ,  内耳の基底膜におけ

る ウ ェ ー ブ レ ッ ト 的 な周波数分析機能 ,  聴神経活

動における圧縮機能と位相固定作用 ,  下丘以降の

時間積分特性を模しています。  聴覚中枢における

複数情報源からの情報統合過程にっい て は ま だ 未

知の部分が多いわけですが ,  少 な く と も 入 り 口 に

近い部分の特性はなるべく忠実に反映しておきた

いと考えました 。比較対象としては生成系の物理

モデルである線形予測分析を選択しました。

モデルの妥当性をテストするために ,  交換接続合

成青声に対する聴取テストを実施しました。交換接

続をするために ,  デー タベー ス内の青韻間の距離を

2つのモデルそれぞれに基づいて推定し ,  距離最短

となる素片同士を交換し波形レベルで接続合成し

ます。 こ う し て得 られた音声刺激に接続の自然性

に関する知覚評価を求めたところ ,  聴覚モデルの方

が評価の高い接続をもたらすことが示されました。

これまでも聴覚モデルの視点を音声工学に導入し

よ う と した試みは存在します。現在 ,青声認識用の

特徴量 と し て 採 用 さ れ る こ と の 多 い メ ル ・ ケ プ ス ト

ラ ム な ど も 聴覚特性 を部分的に反映 し ょ う と し た

もの と位置づける こ とができます 。ただし ,  まだま

だ 使 い 切 れ て い な い 情 報 が 残 さ れ て い る こ と も 事

実です。 程度の違いこそあれ今回のI提1覚モデルの適

用にっいても同様のことは言えます。  聴覚モデル自

身も決して完成した形のものではな く , 今後 と も進

化し続けるもので ,  実践的な領域でのテストがその

進 化 を 促 す ト リ ガ ー と な る こ と も あ り え ま す 。

その意味では音声合成と ぃ う領域は単に聴覚モ

デル を応用す る 場所 と 言 う だ け で な く ,  聴覚モデ

ルの進化を促すきっかけを与える場所にもでき る

と ぃ う 感 触 を 持 つ て い ま す 。  こ の抽文の題目に

「架け橋」 と い う 表現を使つたのはその よ う な意味
を 込 め て の こ と で す 。 た だ し , 橋 が 架 か っ て い る

だけは意味はありません。  その上を通る人の流れ

こそが重要です。  それ も一方か ら他方に 1 回 だ け

渡 る だ け で は な く ,  往来する人の数が増え る こ と

が科学 と 技術の発展につなが る も の だ と 思つ て い

ま す 。 実感 と し て は ま だ橋が架か っ た と 言 う ょ り

は 鮮 で 往 来 し て い る 段 階 と い う と こ ろ で す が ,  こ

れ を基に な る べ く し っ か り し た 橋 を架 け ,  よ り 多

く の 人 が 行 き 交 う よ う に な れ ば ,  夢の実現に一歩

一歩近づく と信じています。

(第四研究室主任研究員 津崎実)

1標) エ イ  - テ ィ ー - アール音fli1言語通信研究所は9月 3 0日をもって研究活動を終了いたしました。
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〇 ェイ - テ ィ 〇 アール環境適応通信研究所
小型 。 軽量工 スパアンテナの開発

ATR環境適応通信研究所 第三研究室では、 電子的に指向性を制御でき る

ア ン テ ナ と し て 「エ スパ ア ン テナ」 の開発を進めています。エスパアンテ
ナは中央の素子のみが信号の入出力ポー ト で あ り 、 そ の 周 り に 配 列 さ れ た

無給電素子に接続 されたバ ラ ク夕ダ イ オ ー ド の リ ア ク 夕 ン ス 値 を 変化 さ せ

る こ と に よ り 指 向性 を制御 し て い ます。安 価 な バ ラ ク 夕 ダ イ オ ー ド に よ り

可変指向性が得 られ る ため 、小型 、軽量 、低 コ ス ト 、 低消費電力のアダプ

テ ィ ブ ア ン テ ナ が実現可能で あ り 、 無 線 ア ド ホ ッ ク シ ス テ ム な ど の端末用

としての普及が期待されます。  これまで 、  スカー ト付円形地板上の7素子ロ

ッ ド 型エ スパア ンテナを開発 し 、 実験を行つて き ま し た 。 今回 、  フ イ ル ム

に プ リ ン ト さ れ た 6 個 の ダ イ ポールと中央のス リ ー ブ ダ イ ポールか ら成 る フ

ィルム型エスパアンテナを開発しましたので紹介します。

フ ィ ルム型工スパアンテナの特徴

フ イ ル ム 型 エ ス パ ア ン テ ナ は 、 無 給 電 素子 が 薄 い プ リ ン ト ダ イ ポー ルで

構成される上 、地板を有し ませんので 、  アンテナ全体の直径はロ ッ ド型に

比べおよそ半分 と な る う え 、 軽量にな り ます 。  さ ら に 、 無 給 電 ダ イ ポー ル

はェ ッチング技術で製作可能ですので、量産性の向上が期待できます。指

向性に関しても 、地板の影響がない分、  ロ ッ ド 型 よ り 優 れ て い る と 考 え ら

れます。

フ ィ ルム型工スパアンテナの構成

エ ス パ ア ン テ ナ で は 無 給 電 素 子 に 接 続 さ れ た バ ラ ク タ ダ イ オ ー ド に

つながる制御用の配線が必要となります。  ロ ッ ド 型では この線路はス

カー ト付地板の下側から配線するこ とが可能でしたが、  フ イ ル ム 型 エ

スパアンテナでは放射波に影響の無いような配線の工夫が必要になり

ます。 本試作アンテナではダ イポールの中心を結ぶ平面上の位置に円

形のプ リ ン ト 基 板 を設 け 、 そ こ に 制御用配線 を放射状にプ リ ン ト し て

います。  この配線は放射波と共振を起こ さな ぃ よ うに工夫を行つてい

ます。また 、  こ の プ リ ン ト 基 板 は フ イ ル ム を 支持す る 働 き も 持 つ て い

ます。一方、  中心の給電素子はスリ ー ブ ダ イ ポールアンテナで構成し

ま した 。 そ して 、  中央に集められた制御用線路はス リ ーブ ア ン テ ナ の

外導体の折り返しの縁に開けられた孔を通して、  制御装置に導かれま

す。 この よ うに 、制御線路の垂直配線部分をス リ ーブアンテナの折 り

返 し導体の内部を通す こ と に よ り 、 放射波への影響を防 ぐ と と も に 、

アンテナ構造の軸対称性を保つています。

プリン トダイポール

非線形ひずみに対する工夫

バ ラ ク 夕 ダ イ オ ー ドは非線形特性を有しますので、高出力の

送信アンテナとして用いる場合には非線形ひずみを発生する可

能性があ り ま す 。 そ こ で 、 右図の よ う に 、  1 素 子 のバ ラ ク 夕 ダ

イオ ー ドを用いた夕イプの他に、 2素子ずっ並列に接続し対向

させて 4素子用いた夕イプも試作しま した 。  当研究室で別に開

発した小型電波暗箱を用いて、  R F非線形特性の測定、  実験を

行つています。

← 121mm →
ロ ッド型工スパアンテナ

2.5GH

フィルム型工スパアンテナ

DC電圧制御用線路

フィルム型工スパの上面写真

(標)エイ - テ ィ ー - アー ル環境適応通信研究所は9月30日をもって研究活動を終了いたしました。
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ll 国際電気等言基礎技術研究所先端情報科学研究部

コ ミ ュニケーションの計算神経科学

2 1 世紀は脳の世紀だと言われています。  神経科学 ・ 脳科学の進歩は目覚ましく 、  重要な脳内物質の発

見 ・ 遺伝子の同定、 ある脳機能がどの場所に存在するかなど、  物と場所に関しては知識が飛躍的に増えま

した。ではこの方法で研究を進めれば、脳が分かるのでし ょ うか 。答えは明解に否です。その証拠には、
今のロボ ッ ト に出来る こ とは相変わらず人間 とは程遠いのです 。自然に言葉でコ ミ ュ ニケー シ ョ ン し た り 、

周囲の状況を理解し自由に動き回つた りす る こ と は 、今の ロボ ッ ト や人工知能のプ ログ ラ ムには出来ませ

ん 。一方人間は 、 そんな こ と は難 し ぃ と も思わずに 、  こ な し て い る の です 。 脳 が こ れ ら の問題 を ど う ゃ っ

て解いているかを研究者が本当に理解していれば、  ロ ボ ッ ト や プ ロ グ ラ ム に 同 じ こ と を さ せ ら れ る は ず で

す。 と い う こ と は 、現時点では 、脳のはた ら きが分かっていないのです。
これらの観点から 、  「脳 を 創 る こ と に よ っ て 、  脳を知るのである。  また逆に脳を創れる程度に 1l1l義を知るの
で あ る」 を キ ャ ッ チ フ レーズに、大きく分けて以下の二つのアプローチによ り研究を進めてきました 。

1 . 計算論的神経科学

計算論的神経科学とは、  脳の機能を、  脳と同じ方法で実現できる計算機のプログラムあるいは人工的な

機械が作れる程度に、  深 く本質的に理解する こ と をめざす ァプ ローチで 、  この定義の中で  「脳と同じ方法
で実現でき る」 と ぃ う部分を除 く と 、人工知能や情報工学、  ロ ボ テ ィ ク ス の 研究 と 同 じ に な っ て し ま い ま
す。 また、  「計算機のプログラムあるいは人工的な機械を作れる程度に」 を 除 く と 、  一般的な月凶神経科学の
研究になってしまいます。

私達がこれまで取り扱つてきた問題は、多重順逆対内部モデル (モザイ ク ) の提案、眼球運動の月凶内 メ

カニズム、小月国内部モデルの脳活動計測、人腕の運動制御モデル、脳磁図計による視覚ダイナ ミ ク スの検

討等です。この中でも小脳内部モデル理論は私達の研究の求心力として働いてきました。つまり 、小脳の

中 に 、  運動制御の対象に限らず、  外界のある事象の内部モデルが学習によって獲得されると考えます。  小

脳が 、  脳の他の部位の内部モデルを提供すれば、  コ ミ ュ ニ ケー ションや自己意識の間題を内部モデル仮説

か ら 解 明 で き る よ う に な り ま す 。

2. サイハー ヒューマン

脳の機能を知るためには 、脳にっいて調べ るだけでな く 、 脳 を創 る こ と が必要で 、  こ の た めには 、 人間
と 同 じ よ う な 身 体 を 持つ た サ イ バー ヒ ューマン  (cGに よ る仮想人間エージ、ェ ン ト お よ び 実 際 の ロ ボ ッ ト を
含む)  が必要です。 ロ ボ ッ ト を人間の知性解明のために使 う こ と は最近の ロボ ッ ト 研究の重要テーマの一

つであ り 、計算論的神経科学とロボ ッ ト研究は表裏一体なのです。

人型 ロ ボ ッ ト に 対 し て あ る 作 業 を プ ロ グ ラ ム す る に は 、  概して多大な時間がかかります。  複雑なシステ

ム に 対す る コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンや制御の コ ス ト を削減するにはど う すれば よいので し ょ う か 。 一つの方法

は相手にや り方を示 してみせる こ と です 。  しかし、  学習者はデモにおいて何が重要で何が重要でないかを

ど の よ う に し て 知 る の で し ょ う か 。 そ し て 実 演 者 の や ろ う と し て い る こ と を 、  ど の よ う に し て推論 し 、  さ

ま ざ ま な 状況 を ど の よ う に し て 法則化す る の で し ょ う 。 サ イ バー ヒ ューマンが人 と同 じ よ う に見真似か ら

学習で き る と すれば 、 複雑な シ ス テ ム のプ ロ グ ラ ミ ン グ コ ス ト が 大幅に削減で き ます し 、 人 の動作 を見真

似 に よ っ て 教 え る こ と が 出 来 れば 、 人 間 が 行 う 作 業 を サ イ バー ヒ ューマ ン に や っ て も ら う こ と も 期 待 で き

ます。

見真似に よ る学習を研究する こ と は 、  月l当内で起きている感覚運動制御や学習の情報処理を理解する重要

な足がか りに も な る と考えています 。人や多 くの動物は 、  たんに試行錯誤によってゼロか ら作業のや り方

を学習するわけではありません。  他者が同様の作業を行つているのを見て、  それを自身の知識と組み合わ

せ る こ と に よ っ て 、 間 題への取り組み方に関する知識を見い出すのです。

こ う し た問題 を調査す る ため 、  踊りゃ各種のお手玉動作などいくっかの動作にっいて見真似からの学習
を実施しました。その際、三つの重要な問題が明らかになりました。第 1の課題は、実演中に何が起きてい

る か を知覚 ・ 理解す る こ と です 。  第2の課題は、  ロボッ トが行動を実行できる何らかの形に翻訳する適切な

方法を見つけ る こ と です 。 われわれの ロ ボ ッ ト は人間の姿を し てい る ヒ ューマ ノ イ ド ですが人間ではあ り

ません 。関節の動きには制限がある う え 、脆弱で 、  しかもその最高速度は人よ り遅 く 、  関節の数が少なぃ

部分が多くあ ります。第 3の課題は、見真似では知覚するこ とがむずかしぃ 、  または不可能なことが多々あ

る と ぃ う 点です 。 た と えば筋肉の活性化や 、  デモでは発生しなぃ失敗などです。  ロ ボ ッ ト は 「試行錯誤に
よ る 学 習」 を通して不足情報を補う必要があり 、今後はこれらの課題を解決するこ とを目指しています。

先端情報科学石Jf究部は組織変更を行い、 I 0 月  1 日から人間情報科学研究所になり  ま した。
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Le t t e r s  f r om  AEumn

みずみずしい感動の共有をめざして

早稲田大学大学院 国際情報通信研究科教授

(前ATR音声言語通信研究所第=研究室室長)
匂坂 芳典

タイの研究者  (NECTEC) と 一 緒 に

(後列中央が筆者)

設立当初から  1 5年もの長い期間にわた  り 置 いていただ ぃ た A T R か ら 、  大学に仕事のi1111,:点を移して約半年
が過ぎた。  ATRでの日々は、研究者,1費 利にっきる研究三味の充実した時間であっただけでなく、物の見方、

考え方、言動、価値観等を変える黄重な時間でもあった。 一1一数ヵ国、百人を超えた共同研究者達、 「研究こ
そがこの会社のすべて」 と当初から研究者への全面信頼をぃただぃた l-1要前社長をはじめとした研究所車1、
部 や 研 究 支 援 ス タ ッ フ 、 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト を 進 め る 上 で の 国 、 社 会 、 会 社 の し く み 等 々 、  多種多様な

人々 ・ 世界 と の巡 り 逢いが 、  は じ め は と も す る と 引 き 電- り が ちだった自分を新たな世界へ導 い て く れ た 。
こ れ に よ っ て 、  自分の研究だけが世界だった以前の自分が作つた殻は、  自 然 に 脱 ぎ 捨 て ら れ た 。 ち ょ う ど

ヘルマン ・ へ ツ セ の 「デー ミ ア ン」 に描かれたァプラ クサスの神に向か う鳥のよ うに。
現在所属する早稲田大学国際情報通信研究センタ ー G I T I ( G l o b a l I n f o r m a t i o n  a n d  Te lecommun ica t i on

Institute) は A T R の 名称 と 近 い こ と か ら も 判 つ て い た だ け る よ う に 、  研究内容 ( 情報通信システム、  マルチ

メ デ ィ ア 科 学 、 社 会 環境 )  ば か り で な く 、  ア ジ ア の一員と しての自覚を強 く持ちながら国際化を見据えた

情報通信の研究を行う場として 、  A T R と共通する側面を持つている。 付属の大学院は昨年開講したてであ
り 、 学生 も工学系だけでな く社会経験を持つ者も多 く 、 ほ とんどの研究ス タ ッ フが会社動めをした経歴を

持つ。 こ の た め 、  よ く 耳 に す る 会 社 と 大 学 の ギ、ャ ッ プ は 、 少 な く と も 現 在 ま で の と 、一 ろ あ ま り 感 じ て い な

い。 幸 い な こ と に Gm も、本誌4 2号に東倉さんが書かれたAT Rの行動原理「何をや りたいか ( や るべきか ) 」
とそれを実現するため全可能性を追求する精神風土を持つので仕事はしゃすぃ。  長年A T R で培わせていた

だぃた ものを 、  こ ち ら に あ っ た形で育む こ と が責務 と感 じ てい る 。  これに必要な実際の研究の遂行や研究

状況に関する情報入手も、  引き続き客員研究員と して言語研のメンバー と 一結に仕事を させていただけて

い るおかげでス ムー ズに続け られてい る 。  言 語 研 メ ン バーのみならず他のAT R研究所研究員、  短期滞在の

外国人研究者、 来訪者との交流も続けさせていただいてお り 、  非常に助かっている。

趣味が高じて仕事になったか、  年 と と も に仕事に毒 されて無趣味 と な っ たのかは判別 し難 く な っ てい る

が 、  ラ イ フ ・ ワー ク は 「こ と ば の科学」 の研究。 日本語に関する文庫本が爆発的に売れ、大学の日本語教
育コー スへの入学希望者数が激増し、  会社で も英語が出来ない と偉 く なれ な ぃ と か 、  英語公用語論等が見

識のある と されている方々の間で真剣に論じ られるなど 、  昨今は巷でも  「こ と ば」 に関する関心度は高い。
この反面、 「こ と ば」 の科学的研究への取り組み体制は未だ不十分であり、その重要性も一般にどれだけ認
識 されてい るか甚だ疑間であ る。 自分や研究貝が書いた文章の添削にかけた膨大な時間、  論文や請演発表
での言葉の使い方、議論の組み立て方等等、音声言語コミュニケー シ ョ ンの研究者を続けてきた自分にと

っては、 「こ と ば」 はまさに足元の問題である。. こ う して書いている今でも、読み手の心に届く内容の吟味、
それを可能とする適切な言葉造いが一1一分で き ない こ と に自噴を覚え る 。  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の真髄はみず

みずし ぃ感動の共有にある と思 う 。 これを可能にする  「こ と ば」 のし くみ 、獲得のしかけの科学的な解明
を 続 け て ゆ き た い。個人 ・ 状況の違いも考慮したこ とばの言い換え 、文字を持たない言語の習得と情報表

現 、面白 くて役に立つ 「こ と ば」 の授業、  ひいては円滑な意思疎通を図るために必要な国語教育の改革と
夢は果てしない。

外国に出ると日本が見えてくるのと同様に、外国語を勉強すると日本語が見えてくる 。この 4月から半年、

癒し系の言語、  夕イ語を受講した。  タイの音声言語研究者と一緒にタイ語の青声認識 ・ 合成 、  日泰音声細

訳などを進めたい と思つて始めた 。  初学者にとって夕イ文字の学習は大きな壁であるが 、  一文字一文字の

習得は、  西欧言語や中国語の学習では 一l 分 味わえない  「 文字が読めて書けるよ うになる喜び」 を感 じ させ
て く れ た 。 一1一年一言語を提唱 され る方 もお られ る よ う に 、 言語習得は時間がかか る 。 私が タ イ語 をマ ス夕

ーするのが先か、  機械で用が足りる日が来るのが先か、  競争である。
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I T全盛時代は、  創造力こそが人間がコンピ ュー タ と 共存す る カ ギです 。

創造性は 、 芸術や フ イ ク シ ョ ン の 世界だけの も の では あ り ま せ ん 。 移 り 変

わ りの速い社会を生き残つて行 く ためには 、  すべての企業が持つていなけ

れ ば な ら な い も の で す 。 2 0 世 紀 、 マ ル チ メ デ ィ ア の 登 場 と と も に テ ク ノ ロ

ジー と アー ト は 多 く の 連鎖が見 ら れ ます 。 そ れは感性 イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン 技

術 や ぺ ッ ト ロ ボ ッ ト 、  あ る い は コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 表 現技術 と し て 、 姿 を

現わし 、  それらを発表する国際会議や展覧会が登場しました。批評したり 、

教え る専門家が現われ 、 情報デザ イ ン は 「文系」 と 「理系」 の学際学科と
して大学や世界中の研究機関に設置されました。  そろそろ研究成果も人間

も育ち 、未来への展望 、産業化が望まれる頃です 。米国では 、既に ク リェ

イ テ ィ ブ & テ ク ノ ロ ジーべ ン チ ャ ーの展開を、大学などを中心に若手が実

現しています 。  こ の辺で日本 もがんば らな く てはいけません 。  日本固有な

文化を武器に展開で き る のではないで し ょ う か 。 た と えば 、 吉本興業が コ

ンピュー タ と の掛け合いの 「イ ン タ ラ ク テ ィ ブ 漫 才」 や、  「お笑い ヒー リ ン

グ ( 癒 し )」 を 作 り 、 家 庭 で楽 し む こ と な ど も 出来 る わ け です。 日本では、
長い間 、  産業 と教育 、  研究が分離していました 。  I T全盛時代に生き残る術

と は 、  この三つがお互いに協力しあって成長してい く こ となのです。

午前中の招待講演では、  マサチューセ ッ  ツ 工 科大学 メ デ イ  ア ラ ボ 在 学 中

に フ ォ ト モ ザ イ ク を 発 明 し た 、  ラ ナ ウェ イ ・ テ ク ノ ロ ジ 一 社 ( 米 国 )  の ロ

バー ト ・ シル ノ、1、 ー ス社長や 、  マサチューセ ッ ツ工科大学 A i ラ ボ 所長 ロ ド ニ

ー ブル ッ ク ス が作つた会社 I S  R〇B〇T I C Sの若手副社長が、ベンチャー ビジ

ネスの成功例を紹介し今後の業界展望なども講演されました。  午後か らは

アー ト & テ ク ノ ロ ジ一作品が紹介された後、  「アー ト & テ ク ノ ロ ジー ビジネ

ス が 成功す る た め に は何が必要か」 と ぃ う パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン を 、

M I T メ デ イ ア ラ ボ 設 立 メ ン バーで 、  ホ ロ グ ラ フ イ 一 研 究 の 第一人者である

ス テ ィ ーブ ・ ベ ン ト ン 教 授 、 吉 本興業プ ロ デ ューサーの竹中功さんや今井

賢一 ・ 経済学者/ス夕ンフォ ー ド大学教授、福岡俊弘 (週 :F Jア ス キ一編集長)

を パ ネ リ ス ト に 迎 え て 、  ビジネス と し て成功するためには何が必要かなど

にっいて意見が交わされた。

また、  会場では、  国際電気通信基礎技術研究所の、 「ア ー ト ・ ア ン ド ・ テ

ク ノ ロ ジー」 研究や、  ロ ボ ッ ト の展示 、初心者で も抽象画の描き方を学べ
る ソ フ ト や 、 各 国 の 紙 幣 を 縮 小 し て ジ グ ソーパ ズルの よ う に し て 作つ た ポ

ス夕一など 、独創性あふれる 2 0点が展示されました 。

シ ン ポ ジ ウ ム は 、  芸術と先端技術が融合した実例紹介や活用に向けての

意見交換が行われ、  研究者や教育者、  ビ ジネ スマン 、  芸術家など約 2 2 0 人

が参加しました。

アー ト & テ ク ノ ロジ一国際シンポジウム

第 3回デジタル ・ルネッサンス@けいはんな

l T時代のァー ト & テ ク ノ ロジー ・ ぺ ンチ ャー 「創造力に投資する」 は、  関西経済連合会と
関西文化学術研究都市推進機構、 芸術科学会が主催、 ATR知能映像通信研究所の土佐尚子

研究員の総合企画で学研けいはんなプラザにて開催されました。  これは関西経済再生シナ

リオの重点プログラムの一つとして、 関西学術研究都市をその研究拠点に挙げている。

商品赤ちゃんロボッ  ト

( l S  R〇B〇T ICS )

無意識の流れ

イ ン タ ラ ク テ ィ プ 漫 才  (試作)

( ATR+吉本興業)

ロバー ト ・ シルバース社長講演

パネルデ ィ ス力ツ ション模様
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sH I E N日記の連載が始まり早く  も 1年以上が経ち、  これ まで 、  入社オ リェンテー シ ョ ン 、  ビザ手続き、 生
活相談、学校支援を題材に取り上げてきました。 「さ て今回は何を話題にし よ う か」 と 考 え を め ぐ ら せ て い
る う ち に 、  どんな内容の支援をしていても常に自分がある心構えをもって研究員に向かい合つている こ と

にふと気づきました。それは、 「と にか く被 らの話を聞 く 、彼 らの立場に立つてみる」 と い う こ と で す 。
sH I E Nで受ける相談事、  悩み事は多種多様です。 「母国で発行された運転免許証を持つているが、  日本で
車 を運転す る には ど う し た ら よ い か ? 」  といった具体的な相談で情報さえ得られれば回答は一つと ぃ う ょ

う な も の が あ る一方 、そ う あ っ さ り と ぃ かな ぃ も の も あ り ます 。後者は研究員 と一緒になって解決方法を

模 索 し て い く ケ ー ス も出て き ます 。 そんな時には 、  ま ず 彼 ら の 話 を じ っ く り 聞 く こ と に し て い る の で す 。

例 え ば一一

「上の子が小学校に、 下の子が幼稚園になんとか入れて、  安心して夫婦揃つてAT Rで研究活動が始めら
れま し たが 、  も うすぐ夏休みになってしま ぃます 。そ うなれば一日中子供達の世話が必要にな ります 。仕

事 を 続 け る に は ど う し た ら よ い の で し ょ う ? 」、数カ月間の日本滞在の間での入園 ・ 入学だ っ た た め 、 い つ

も以上に時間をかけて教育委員会などに事前に話をっけ、幼稚園 ・ 小学校側と面談や見学もし 、  や っ と 入

園 ・ 入学にこぎっけたケー スでした。

調べてみる と 、小学生を対象に学童保育所 ' とい う公的サー ビ スがあ る こ と が分か り ま し た 。 「こ れ は い

け る ! 」  と 思つたの も東の間 、両親であ る この研究員が住む地域では 、役場の説明によ る と 、 夏休みの間

学童保育所に通 うには 、  普段か ら 通つ てい る こ と が 条件だ っ た の です 。 研究員た ち に こ の こ と を 説明 し 、

べビー シ ッ夕一を利用してはど う か と提案 してみま し た 。  と こ ろ が 、 お 母 さ ん は 「 息子はうま く友達もで

き 、小学校での生活が本当に楽しそうです。べビー シ ッ タ ー を 頼む よ り も 、 ぜ ひ そのサー ビスを利用した

いのです 。特別に入れないでし ょ う か ? 」  と熱心に頼むのです。お兄ちゃんである息子さんが入学前の面

談 と 校内見学で 、 他 の児重 た ち に囲 ま れひ たす ら ど ぎ ま ぎ し て い た 姿 、  と ま ど ぃ も な く 無 邪 気 に は し ゃ ぐ

妹 とは対照的だった光景が 、私の頭を よぎ り ま し た。 お母さんが熱心になる気持ちは手に取る よ う に よ く
分か り 、 私は 、役場に も う 一度お願い してみ る こ と が こ の家族には必要だ 、  と感じたのです。  日本語がわ

か ら な く て も あ っ と ぃ う 間 に小学校に順応 し て楽 し んでい る子供 を見て 、 母親が強 く 希望 し て い る こ と を

説明し、  「無理は承知ですがそこを何とか一」 と お 願 い し て み る と 、  「そ う ぃ う 事 情 で し た ら」 と特別に利
用許可を出してもらえたのです。

しかし、両親の希望はこれで終わりではありませんでした。 「出来れば下の娘もぉ兄ちゃんと同じ学童保

育所で過ごさせたいのです 。一緒に参加する こ とは出来ないでし ょ う か ?  二人は何をするにも一緒です。

一緒 に い る こ と は 、 彼 ら を よ り リ ラ ッ ク ス さ せ る の で す」 。でも彼女の年齢はまだ 5歳半で、前述の通り日

本の幼稚園に通つています。  「気持ちはよ く分か りますが、  小学生対象のサー ビスなのでそれは無理でしょ
う。」 と 言 う 私 に 、  「娘は母国では小学校に入る年齢なので、  決して他の児童の迷惑にはなりませんから 。
尋ねてみてくれませんか ? 」  と答えるのです。「これまでずぃぶん無理を聞いて も ら っ てい ますが 、今度は

難しぃと思いますよ。」  と 話 し 、  役場にこの希望を訴えてみたものの、  さすがに こち らはかないませんで し

た。

結果 と し て 、  私の支援は両親の希望を全てかなえたわけではありませんでした。  ですが、  う ま く ぃ か な

かった娘 さんのケー スについても 、彼らはすんな り とその結果を受け入れました 。  よ く 話 を 聞 き 、 一 結 に

悩み、  解決策を探すとい うプ ロセスを経て出た結果だからそ う なったのでし ょ う 。

ただ単に求められる情報を右から左に提供するだけではな く 、  支援のプロセスを大切にするよ う心がけ

ています。  そ こ か ら 、  研究員との信頼関係が生まれるのだと思います。

SH I E N辰已真起子

*共働き等で昼間留守家庭の児並を放課後や春 更 - 冬休みの体順期間、  終日預かる所
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外部発表状況 。 テクニカルレポー ト

平成1 2年1 0月以降の学術論文 ・ 学会発表等一覧 ( ただし 、  一部A T R ジ ャーナル41号以前の掲載もれを含む)  にっき

ましてはwe b上に掲載しております。
また 、 A T R グループでは 、社内研究資料としてテクニカルレポー ト を作成し 、有料で公開しております。平成 1 3年 5

月以降公開となったものは以下のとおりです。すでに公開済みとなっているもののリス トはW e b上に掲載しております。

外部発表状況 ・ テ ク ニ カル レ ポー ト と も以下のU R Lからご参照できます。

URL http://www.atr.co.jp/journal/index.htm1

なお、  テ ク ニ カ ル レ ポー ト に関するご質間ならびにご希望にっきましては以下の各研究所連絡窓口へお間い合わせ願

います。

國ATR知能映像通信研究所 〒61 9-0288 京都府相楽郡精華町光台二丁目2-2 電話 : ( 0774 )951401
E-mai l : kikaku@mic.atr.co.jp

N0 .

タ イ ト ル

M-0044
M-0046
M-0047
M-0056
M-0059

選手の視野に着目 した体感型スポー ツ 中継の検討 ̃ マ ラ  ソ ンへの試み̃

Predictive Filtering for Robust2D Feature Tracking in Rea1-t ime
Construction of  FacialTissue using Cyberware and Computer Tomography Data

体感型マラソン中継システムにおける脈拍による運動負荷推定を用いたランニングスピー ド設定法の提案

音楽におけるモダ リ テ イ ィの追求 と楽器拡張の試作と評価

国ATR音声言語通信研究所 〒6 1 9-0288 京都府相楽郡精華町光台二丁日2-2 電話 : ( 0774 )951301
E-mai1 : kikaku@slt.atr.co.j p

N0 .

S-0002
S-0022
S-0023

タ イ ト ル

An  Evaluation of Two  Methods and Their Combination for Part-of -Speech Tagging
Tagging and Parsing for Machine Translation

対訳コーパスを用いた表層的類似度に基づく翻訳能力自動評価法

國ATR環境適応通信研究所 〒6 1 9-0288 京都府相楽郡精華町光台二丁目2-2 電話 : ( 0774 )951501
E-mai1 : t_report@acr.atr.co.j p

N0 .

タ イ ト ル

AC-0058 通信ネッ  ト ワー ク の リ ソ ー ス配分の最適化

8802961〒一
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今回、  公開となったものはござぃません。

京都府相楽郡精華町光台二丁目2-2 電話 : ( 0 774 ) 951162
E-mai1 : shogai@ctr.atr.co.jp

国国際電気通信基礎技術研究所 〒6 1 9-0288 京都府相楽郡精華町光台二丁日2-2 電話 : ( 0774 )952641
E-mai1 : isd-plan@isd.atr.co.jp

今回 、  公開となったものはござぃません。
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平成 1 3年 7月  1 日 よ り 、  9月 3 0日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。

( ただし、 6 ヵ月以上滞在の方のみ掲載 )

採用年月日

Hl3 .8.1

H13.8. l

H13 .9.3

H13.9.1 (国 )先端情報科学研究部 Harry Solvang l 広島大学
H13 .9. 1 7  ( 国 )先端情報科学研究部  l Jeffery Jones I Queen'sUniversity
H13.9. 17  l ( 国 )先端情報科学研究部 I AmandaRothwe11 I Queen'sUniversity

退職年月 日

H13 .7.31
ll1 2 -7 2 1

転 出 先 氏 名 A T R所属

オー ス ト ラ リ ア グ リ フ イ ス 大 学
? -1・11要設- - 「  ii''8,1 -i1-1-i,: Kuldip Pal iwal

111tli1 l二 : 1 商 __ (言) 第一研究室
1 i i 、 1 性 i「11:1石1f?P 索

H 1 .:1.y..:lU I K 〇yal inStltute 〇「 ieCnn〇1〇9y l 「 「ea「 l K S IS Sm a「CK  l 、国 ノ プ[;1 y而'l l f1'1又 '1''l'子1i11- 1i'一し首1i1

H13.9.30  l 日本ユニシス l 鈴木良太郎 l (映) 第三研究室
H13.9.30  l ォ ラ ン ダ I P 〇 I ChristophBartneck l (映) 第四研究室
H13.9.30  l 京都工芸繊維大学 l 宮里 勉 l (映) 第五研究室

H13.7 .31

Hl3.7.31

H13.8.31

H13.8.31

H l 3.8.31
H13 .8.31

A T R ジ ャ ーナル4 4号掲載内容に一部誤りがありましたので、  以下の とお り訂正 させていただ く  と と も に

お詫び申し上げます。

※詳細にっ い て は  http://www.atr.co.jp/ journa1/index.html を参照願います。

A T R所属

名古屋工業大学

NTT-A T
近護移動無線センタ ー

近識移動無線センタ ー

札幌医療福祉専門学校言語療法科

イ ン ド

吉原 齊

名

総務省

出 向 元 等

吉村費克  ' 名古屋工業大学大学院
AlesUde  JozefStefanInstitute

徳 田 恵

恩田和幸

阪田正和

吉尾元一

1li:師道子
S. Bandyopadhyay
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2 0  イ'、、ン ト 力 レ ン ダー l

ATR研究成果の展示予定 ふしぎジャングルで 「Muu」、 l ふしぎジ ャ ングルで「Muu」、
21 tli-紀☆みらい体験博 ( 7 月 2 0 日 - 9 月 2 日 )  「イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ 万 華 鏡」 l 「イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ万華鏡」、
神戸国際展示場 が、展示されます  「オーグ メ ン テ ッ ド - グルー

ブ」 が展示されます



/1 特集 一知能映像通信研究所プロジェク ト終了にあたって

コ ミ ュニケーショ ンにおけるシー ン生成に関する研究
[ 1 ] S . K a w a t o ,  J .〇hy a :Au t oma t i c  Sk in -co1or Distribution
Extraction for Face Detection and Track ing ; In t .Conf on

SignalProcessing2000 (00.8)

[2] J .〇 h y a ,  J . K u r u m i z a w a , R . N a k a t s u , K . E b i h a r a , S .

I w a s a w a , D . H a r w o o d : V i r t u a l M e t a m o r p h o s i s ; I E E E
Mult imedia Vo1.6,No.2 (99.4)

[ 3 ] A . U t s u m i , Y . H o w a r d ,  J.〇hya:Adapt ive Human Motion

Track ing  using Non -synchronous Mult ip le  Viewpo in t
〇bservations;Int.Conf on Pattem Recognition2000(00.9)

[ 4 ]K .Takah a sh i , R . S a k a guch i ,  J .〇hya :Remarks  on  a Rea1-
T i m e 3 D  Human  Body Posture Estimation Method;1nt .

Con f . on  Pattern Recognition2000 (00.9)

エー ジ ェ ン ト に よ る コミュニケー ション支援
一もっ と分か り合えて価値の創造につながる通信をめざ

し て 一

[ 1 ] Y . S um i ,K .Ho r i , S .〇h s u g a :Compu t e r-aided thinking by
Mapp ing  Tex t -objects  into Metr i c  Space s ;A r t i f i c i a 1
Inte1ligence Vo1.91,No.1 (97.3)

[ 2 ] 西 本 一志 ,  間瀬健二 ,  中 津 良 平 : グ ル ー プ に よ る 発

散的思考における自律的情報提供エー ジ ェ ン ト の 影

響;人工知能学会誌 vo 1 . 1 4 ,N o . 1  (99.1)
[ 3 ] R . K a d o b a y a s h i , K . N i s h i m o t o , Y . S u m i , K . M a s e :

Personalizing Museum Exhibition by Mediating Agents;

Tasks and Methods in Applied A I  Vo1.1416.LNAI (98.6)

[ 4 ] Y . S u r n i , K . M a s e : D i g i t a l A s s i s t a n t  f o r  Support ing

Conference Participants:An Attempt to Combine Mobile,,

Ubiquitous and Web  Comput ing ;Ub i-comp200 l  ( 0 1 . l 0 )

[ 5 ] S . F e l s , K . M a s e : I a m a s c o p e : A  Gr a p h i c a lMu s i c a 1

Instrument;Computers&Graphics,Vo1.23, No.2 (99.4)

イ メ ー ジ表現の支援に関する研究

一人間の感性の工学的な理解と活用に向けて一

[ 1 ] 田 中昭二 ,  J . C h i  Y i n  N g , 中 尾 惠 子 , 岩 館 祐 一 : T h e

Cyber Photographer;信学技報,IE99-143 (00.2)
[ 2 ] S . T a n a k a ,  J . K u r u m i z a w a , A . P l a n t e , Y . I w a d a t e , S .

I nokuch i : Image  R e-Composer ( A  Post-production Tool
Using Compos i t i o n l n f o rma t i o n  o f  Pictures)  ; P r o c .
ICMCS'99  (99.6)

[ 3 ] B . C h a m p o u x , K . F u j i s a w a , T . I n o u e, Y . I w a d a t e :

Tr a n sm i t t i n g  V i s u a l I n f o r m a t i o n  ( I c o n s  b e c ome

words) ; 映情学技報 , MIP2000-71  (00.5)
[4 ] R . S u z u k i, Y. Iwada te, M . I n o u e , W .W o o : M I D A S  (M IC

Interactive Dance System) ; P roc .SMC2000  (00.10)

[ 5 ] W . W o o , N . K i m , K . W o n g , M . T a d e n uma : S k e t c h  on

Dynam i c  Gesture  Track ing  a n d  Ana lys i s  Exp1oit ing
Vision-based3D Interface;Proc.VCIP2001 (01.1)
[ 6 ] S . S u z u k i , Y . I w a d a t e ,M .M i n o h : I m a g e  Wave (Rhythmic

Synchronizat ion o f  Mu l t imed i a  Components)  ; P r o c .
SMC2000 (00.10)

コ ミュニケーションの人間科学
一 社 会 的エー ジ ェ ン ト を め ざ し て 一
[ 1 ] N . S u z u k i , Y . T a k e u c h i , K . I s h i i ,M .〇ka d a : T a l k i n g  Eye:

autonon'ous creatures for  augmented chatt ing;Robot ics
and autonomous sys tems ,Vo1 .31 ,No .3  (00.5)
[ 2 ] M . 〇 k a d a , S . S a k a m o t o , N . S u z u k i : M u u : A r t i f i c i a 1

crea tu res  a s  e m b o d i e d  i n t e r f a c e ; S I GG RA PH 2 0 0 0

EmergingTechno1ogy (00.7 )

[ 3 ] T .〇no ,M . Im a i , H . 1 s h i g u r o, R . N a k a t s u :身体表現を用

い た 人 と ロ ポ ッ  ト の 共創対話 ; 情 報処理学会論文

誌,Vo1.42 ,No.6  (01.6)

[ 4 ] H . K o i s o . A . S h i m o j i m a , Y . K a t a g i r i : C o 1 1 a b o r a t i v e

signaIing o f  informationalstructures by dynamic speech

rate;Language and speech,Vo1.41,No.2-3 (98.3)

[ 5 ] Y .K a t a g i r i , Y . T a k e u c h i : R e c i p r o c i t y  and its cultura1

dependency i n  human -computer in teract ion;Af fect ive
Minds,chapter21 (00.6)

[ 6 ] T . T a k a h a s h i , H . T a k e d a : T e l M eA :非同期コミュニティ

システムにおけるA v a t a r-1ikeエー ジ ェ ン ト の 効 果 と
we bベー スシ ステムへの実装;電子情報通信学会論文
誌.Vo I .  J84-D-I, N o . 8  (01.8)

コ ミ ュニケー ショ  ン環境生成における メデ ィ ア統合化の
研究

[ 1 ] 大村克之 ,志和新一 ,宮里勉 :焦点調節補償型立体表

示装置の立体画像観察への影響 ;  画像電子学会誌 ,,

Vo1. 26 , N o . 4 ( 9 7 . 8 )

[2] 「立体映像表示装置」 特許第3088326号 (00.7.14)
[3]Liyanage DE  Silva.Tsutomu Miyasato,Fumio Kishino:Use

of Mult imoda l In for mation in FacialEmotion Recognition;
電子情報通信学会英文論文誌E-81 -D .N o . 1  (98.1)

[4] Junichi Satoh,Tsutomu Miyasato:Autonomous Behavior

contro1of VirtualActors based on the AIR-mode1;Computer
Animation'97,Geneva,SwitzerIand Vo1 .4 .No .2  (97.6)

[ 5 ] R y o u i c h i  N i s h i m i r a , T s u t om u  M i y a s a t o : A u t om a t i c

Clapping S o u n d  Gene r a t o r l e a d  by User's Clapping;
Internat ionalConference on Vir tua lSys tems  and  Mul t i
M e d i a ( V SMM ' 9 9 )  (99.9)

[ 6 ] 野間春生 , 宮里勉 , 中津良平 : 能動的歩行動作に対応

した歩行感覚提示装置の開発;日本バーチ ャ ル リ ア リ

ティ学会論文誌 , V o 1 . 4 , N o . 2 ( 9 9 . 6 )

[ 7 ] 杉 原 敏 昭 , 野 間 春 生 , 宮 里 勉, 中津良平 :凹凸を再現

可能な歩行感覚提示装置Gss; 日 本 バーチ ャ ル リ ア リ
ティ学会論文誌 , vo 1 . 5 , N o . 2 ( 0 0 . 6 )
l 8 ] 小管拓 ,野間春生 ,宮里勉 :選手の視野に着目した体

感型スポー ツ 中 継 の 検 討 一 マ ラ ソ ンへの試み一 ,第 2

回 ヒ ューマ ン イ ン 夕 フ ェ ー ス学会研究会, vo l . 1 , N o . 2
(99.6)

アー ト & テ ク ノ ロジー

[1 ]N.Tosa ,R .Nakatsu : In te rac t i ve  Poem;Proceedings of the

A IM I  InemationalWorkshop on  Kansei - The Technology
o fEmot i on  (97.10)

[ 2 ] R .N a k a t s u ,N .T o s a , T .〇ch i :C o n c e p t  and Construction

Example of an Interactive Movie  System; Journa lo f  VLS I

SignalProcessing,27 (01.2)

[ 3 ] C . S omm e r e r , L .M i g n o n n e a u :M I C  Exp1oration Space;

SIGGRAPH'96VisualProceedings (96.8)

[ 4 ] C S omme r e r , L.Mignonneau:L i fe  Spacies I I : f r om  text to

form on the Internet using Ianguage as genetic code:Proc.
of  ICAT'99  (99.12)

[5] J . N i c h o l s o n , K . T a k a h a s h i , R . N a k a t s u : E m o t i o n

Recognition in Speech Using Neura lNetworks ;Neura1

Computing and Applications (00.8)
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イぺント力レンダー  , - 1 養jj l11 jjjj 套 賽量l ;; ::: 1 /、装1 j 言要量 3川 l l l l1 . ' 1養nl j 11111! 基 置 ;;1 : ;1
ATR研究成果の展示予定

ロボフ ェ ス夕神奈川 2 0 0 1 横浜会場 ( 1 1 月 1 6 日 ̃ 1 1 月 2 5 日 ) で 「ロボビ一 1 が展示予定です

平成13年度ATR研究発表会

平成1 3年度A T R研究発表会は平成1 4年 2月 1 4 、 1 5日に開催いたします。詳細にっきましては弊社web
ぺー ジ (URLはhttp://www .atr.co.1p/event/index-j .htm1) で逐次ご案内を行いますのでご参照ください。
問合先  事務局〔 t e 1 ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 5 9 〕

おしらせ
/

弊社は1 0月 1日、  組織変更を行いました。

新しぃ組織は右のとおりです。

なお、  こ れ まで A T R グ ループと して研究

活動を行つてお り ま し た  ( 株 ) エ イ ・ テ

イ ・ アール知能映像通信研究所、 ( 株 ) エ

イ ・ テ ィ ・ ア ー ル音声言語通信研究所、

( 株 ) エ イ ・ テ ィ ・ アール環境適応通信研

究所は 9 月 3 0 日 を も っ て 研究活動 を 終

え、成果管理会社へ移行いたしました 。

会 長

『研究マネージ メ ン  ト ひ と り ご と 』  出版のお知らせ

著者  葉原排平 ( A T R特別 1翻問) 学会出版セン夕一 :「-1J
四六判/ 2 0 0頁 /定価1 , 6 8 0円  (本体 l , 6 0 0円+税 )

お申込みは、学会センタ一関西 ( E-mai1:o-publ@bcasj.or.jp)

編集後記

社 長

副 社 長

こ の編集後記を書いてい る今  ( 9月 )  は、 lliか ら 秋へと季節の変化を一日毎に
感じられます。  日本は、 春.1111秋冬という季節に惠まれ、 それそれの季節と次の季

節への変化が楽しめる良い国です。
昭和 6 l 年に設立された A T R も 1 5 年を経過し 、  従来の出資による研究制度から

委託による研究制度への転換とぃ う 、一つの大きな転機を迎えよ う としています。

こ れ も 、  また、  日本の四季と同じよ うなものかも知れません。  この変化が春から

更への変化にな る よ う に 、努力する必要があ り ますが 、 た と え 、  ど の よ う な 季節
に な ろ う と も 、  その時期を大いに  「楽しむ心」 でおれば良いと思います。
また 、  本号は7年弱の知能映像通信研究所の研究成果報告を特集しましたが、

これらは研究者の努力の結晶であるとともに、出資企業様始め多くの関係者のご

支援の要易物です。

こ れか ら も 、 A T R の研究活動が よ り 一属 活 発 な も の と な り ま す ょ う に 、 皆 様

のご支援をお願い申し上げます

(国際電気通信基礎技術研究所 渉外部  酒見弘人)

企 画 部

渉 外 部

総 務 部

経 理 部
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京都府相楽那精華町光台二丁目2番地2

( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 1 1 (大代表 )

学会セン夕一関西

8 0 0円 (消費税等込み)

ご1l1器f読をご希望の方は、  (財 )  日本学会事務セン夕一o-pub1@bcasj.or.jpへお申込み下さぃ。
本識1記事の無断転載を禁じます。

〇2001 (株 )国際電気通信基礎技術研究所



国際電気通信基礎技術研究所のご紹介

国際電気通信基礎技術研究所は電気通信分野に

おける基礎的 ・独創的研究の一大拠点と して内外

に 開 か れ た 研 究 所 を 設 立 す る 構 想 の も と に 産 ・

学 ・ 官の幅広いご支援をぃただき 1 9 8 6年 3月に設

立いたしました 。

大阪市内での 3年間の暫定研究所を経て、  1989

年 4月関西文化学術研究都市の中核的施設として

本研究所を開所いたしました。

発足以来、基盤技術研究促進セン夕一 ( K T C )お

よび多くの民間企業から各研究開発会社への出資

に支えられて研究活動を行つてきました。

2 0 0 1年度下期からは通信 ・放送機構 ( T A〇 )に新

設 された通信 ・放送基盤技術に関する試験研究の促

進制度に基づく委託研究等により研究資金を得て、

2 1世紀を拓く電気通信分野の基礎的独創的研究開

発を積極的に推進しています。

ATR ホームページ

http://www.atr.co.jp

お役に立つ様々な情報を公開しています。

今後も随時拡充していきますので、  皆様のァ クセスをお待ちしてぉ り ます 。

ATR ジャーナル担当宛

ご連絡内容 (いずれかに印をお願いします。)

口ATR Jouma1新規購読申込
口テクニカルレポー ト購入申込
【テクニカルレポー ト 番号 : T R -  -

口ご意見、ご要望等

TEL
FAX
E-mail
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 7
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 8
editor@ctr.atr.co.jp

口送付先変更連絡
口研究用ソフトゥェア購入申込
【ソフトウェア名整理番号 :

送

変 更 後 変 更 前 変更事由

フ リ ガ ナ

お 名 前

送 り 先

口人事異動

口住所変更

口その他
付

先

会 社 名

部 署 名

役 職 名

Te1/Fax

E-maii

ご意見ご要望

●ATR ジャ ーナルのご更総入希望、 送付先変更等をお寄せ下さる場合には、 上記にご記入の上、 FAx 等でご送付下さぃ,
●送付先変更以外にっいては、 変更後の構1に必要事項をご記入願います.
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